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Ⅰ 研究を進めるにあたって 

 

１  研究主題 

生活の中に運動を取り入れる子どもをめざした体力を高める運動の学習 

           ～学び方を大切にした学習過程の工夫をとおして～ 

  

２  主題設定の理由 

豊かで便利な生活の中、子どもたちを取り巻く環境は大きく変わってきている。物質的な豊

かさや便利さを享受し、あふれる情報の中に生きる今の子どもたちは、流行に敏感で、おしゃ

れでスマートである。過去の子どもたちには見られなかった積極的な面も見られる。その一方

で、ゆとりのない生活、社会性の不足や倫理観の問題、自立の遅れ、健康・体力の問題等、様々

な問題も浮かび上がってきている。１）

その中でも、子どもたちの健康・体力の問題は、体力の低下傾向、運動経験の二極化、肥満

の増加等、年々深刻化してきている。１）本校の 6 年生を対象に行ったアンケートでも、運動経

験の二極化の傾向がはっきりと表れた。また、ほとんどの児童が「運動は好きである」と答え

ているにもかかわらず、運動を日常的に行っている児童は、全体の 4 割に満たないということ

も分かった。心身両面にわたる運動の効果を考えると、子どもたちの運動離れや体力の低下は、

大いに危惧されるべき問題である。 

健康や体力をはぐくむために、学校体育の果たす役割は重要である１）が、日常生活の中での

身体活動量が減り、体育の時間も縮減されている中では、学習の中だけで子どもたちに必要な

運動量を確保することは難しい。さらに、生涯にわたる豊かなスポーツライフも視野に入れて

考えていくと、学校の中だけでなく、生活の中に自分で運動を取り入れていく子どもを育てて

いくことが大切であると考える。そのためには、健康や体力について考える力や主体的に運動

を行っていく力、つまり学び方を学習の中で身に付けられるようにしていかなければならない。 

  体育の学習では、「体力を高める運動」が、直接的に体力を高めるための唯一の運動であり、

自己の体力や生活に応じて体力を高めるとともに、生涯にわたって自分の健康を保ち、活力あ

る生活や豊かなスポーツライフの基礎として、それに必要な運動の行い方と学び方を学ぶ学習

をめざしている。２） 

  しかし、「体力を高める運動」の学習指導については、難しさを指摘する声も多い。 

運動の機能的特性からみた場合、「体力を高める運動」は必要充足の運動であり、楽しさでは

なく、運動効果が第一に問題にされるため、子どもにとっては、「やらされるトレーニング」的

な運動になってしまいがちである。子どもの自然な欲求に基づいた運動ではないということは、

運動への動機付けや課題意識を持たせること、意欲を持続させる手立てなどを明確にした授業

展開が必要であるが、教師自身、どのように指導したらよいのか分かりにくく、指導を避ける

傾向にあるようである。そのため、単元として取り上げられることが少なく、全員一斉に行う

準備運動やトレーニングとして扱われていたり、なわとびや 5 分間走等、特定の種目で行われ

ていたりすることが多いのが実情である。３）４）

 ｢体力を高める運動｣において、これらの学習指導上の課題や、運動は好きであっても生活の

中に運動が根付いていない本校児童の課題を解決するために、「学び方を大切にした学習過程

の工夫」が必要ではないだろうか。そこで、本研究では、新体力テストの活用、保健学習との

関連、自分に必要な運動の内容や方法を自分で決めて行うプログラム活動を取り入れることな

どにより、健康や体力について考え、進んで運動に取り組む意欲が向上し、そのことが生活の中

に運動を取り入れていくことにつながっていくのではないかと考え、本主題を設定した。 
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３ 研究の目的 

 本研究では、生活の中に運動を取り入れる子どもの育成に向けて、学び方を大切にした体力

を高める運動の学習過程の在り方を明らかにすることを目的とする。 
 

４ 研究の仮説 

  体力を高める運動は機能的特性からみた場合、必要充足の運動であり、楽しさでなく、運動

効果が第一に問題にされるため、児童も教師も敬遠しがちな運動である。しかし、新体力テス

トの活用や、保健学習との関連、自分に必要な運動の内容や方法を自分で決めて行うプログラ

ム活動を取り入れることなど、学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、児童が

運動の必要性を感じ、健康や体力について考え、進んで運動に取り組むようになると考える。

そして、体力を高める運動の学習の中で「健康や体力について考え、進んで運動に取り組むこ

と」ができれば、それが、生活の中に運動を取り入れることにつながると考え、次の仮説を設

定した。 

 

 

 

仮説  体力を高める運動において、学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、

健康や体力について考え、進んで運動に取り組む子どもになるであろう。 

 

５ 研究の内容と方法 

（１）本研究を進めるにあたって、理論的裏付けを文献・資料をもとに行う 

  ア 体力について 

  （ア）体力低下の現状 

  （イ）体力とは 

  （ウ）身体活動の重要性 

  イ 学校における体育・健康に関する指導について 

  ウ 体力を高める運動について 

  （ア）ねらいと位置付け 

  （イ）内容 

  （ウ）指導のポイント 

  エ 豊かなスポーツライフについて 

（ア）生涯スポーツ 

（イ）運動の生活化と生涯スポーツ 

  オ 学び方の学習について 

（ア）学び方の重視 

（イ) 学び方を大切にした学習過程 

  カ 新体力テストについて 

 

（２）文献研究をもとに、具体的な学習計画を立て、実践研究を行い、仮説の有効性を明らかに

する 

  ア 事前アンケート調査 

  イ 検証授業 

  ウ 事後アンケート調査・分析 

 

（３）以上の理論的裏付けと実践研究をもとに研究のまとめを行う 
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  ６ 研究全体構造図 

・ 子どもの自然な欲求に基づいた運動ではない 
  ・運動への動機付けが難しい 
  ・課題意識を持たせることが難しい 
  ・意欲を持続させることが難しい 
  ⇒どのように指導したらよいか分からない 

 

    【教育のねらい】              
 
 
 
    【体育科改善の基本方針】 
 
 
       
    【めざす子どもの姿】                              
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健康や体力について考え、進んで運動に取り組む子ども 

ねらい３ 体力の高め方をプログラムし、実践する 

ねらい２ 体 力 の 高 め 方 を 知 り 、 実 践 す る 

ねらい１ 適 切 な 課 題 を 持 つ 
体力の特徴の把握・運動の必要性を理解 

豊かな 
 人間性 

豊かなスポーツライフ・健康の保持増進の基礎 

生活の中に運動を取り入れる子ども 

たくましく生きるた

めの健康や体力 

・運動経験の二極化 

・運動はほとんどの児童が好きである 

・運動が生活の中に根付いていない 

・体力と健康の関係についてあまり意識してい

ない 

           
 自ら運動する意欲を培い、生涯にわ

たって積極的に運動に親しむ資質や

能力を育成するとともに、基礎的な

体力を高めることを重視する。 

体育科改善の基本方針 
 
私たちは、「すすんで体力つくりが
できる子どもを育てます」 
・「新体力テスト」自己の体力に関心を持つ 
・「健康手帳」主体的に体力つくり 
・生涯にわたって、運動やスポーツ

に親しむ態度を養う 

体力つくり宣言 

体力を高める運動の指導上の問題点

【神奈川県児童生徒体力つくり推進委員会】

本校の児童の実態【アンケート調査】 

【体育の学習】 

自ら学び 
自ら考える 

【教育課程審議会答申】 

生きる力
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Ⅱ 理論の研究 

 

１ 体力について 

（１）体力低下の現状 

   平成 14 年に中央教育審議会から、「子どもの体力向上のための方策について」の答申が、ま

た、神奈川県児童生徒体力つくり推進委員会から、「体力つくり宣言」が出された。このことは、

子どもたちの体力の低下が重大かつ緊急に対策を立てなくてはならない問題であることを示し

ている。 

   子どもの体力・運動能力は、長期的に低下傾向にある。文部科学省が昭和 39 年から行ってい

る「体力・運動能力調査」によると、子どもたちの走る力、投げる力、握力などは全年代にお

いて低下の一途をたどっている。 

また、運動する子どもとしない子どもの二極化の傾向も指摘されている。 

数値には表れていないが、学校の朝礼中に倒れたり、常に疲労を訴えたりする子どもなど、

明らかに以前とは異なる子どもの姿が報告されている。 

   その他にも、靴の紐を結べない、スキップができないなど、体を上手にコントロールできな

いといった身体を操作する能力の低下も指摘されている。 

   子どもの体力が低下している原因として、都市化・少子化・情報化等、子どもを取り巻く環

境が変化し、従来のような体力がなくても生活には差し支えなく、体力の向上が必要に迫られ

たものでなくなってきていること、また、体力低下への危機感が親をはじめとした国民の意識

の中で低いこと、睡眠や食生活などの乱れなどがあげられる。 

   子どもたちの体力の低下は、肥満や生活習慣病などの健康面、意欲や気力の低下といった精

神面など、子どもが「生きる力」を身に付ける上で悪影響を及ぼしていく。体力の低下により、

ますます体を動かさなくなり、一層の体力低下を招くといった悪循環に陥ることにもなってい

る。５）６）

    

（２）体力とは 

   体力というと、持久力や筋力の面から捉えがちである。しかし、それは、体力の要素のみに

着目しているものである。体力については、様々な定義がなされてきているが、生活習慣病が

問題となっている現代社会では、次に示すことからも健康を支える基盤としての体力、すなわ

ち健康に生活するための体力が注目されてきている。 

 

 

 

    
   

学校体育実技指導資料 第 7 集 体つくり運動 文部省 2000 年

体力は単に筋力や持久力が強いということだけでなく、むしろ、活力ある生活の基盤と

なり、たくましく生きていくために不可欠なもの、それが体力である。 

 

「子どもの体力向上のための総合的な方策について」 中央教育審議会答申 2002 年 

○体力は、生活をする上での気力の源でもあり、体力・知力・気力が一体となって、人と

しての活動が行われていく。 
○体力は「生きる力」の極めて重要な要素となるものである。 

○体力は、人間の発達・成長を支え、人として創造的な活動をするために必要不可欠なも

のである。 
○体力は、人が知性を磨き、知力を働かせて活動をしていく源である。 
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  したがって、子どもたちに求められる体力は、次のように運動をするための体力と健康に生

活するための体力の２つが考えられており、これらの体力の向上が求められている。５） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２－１は、体力と運動の種類の関係を示したものである。体力の内容の捉え方には様々な

考え方があるが、ここでは、文部省（1969 年）の考え方に、加賀谷私案（筋力の区分、持久力

の区分と調整力の内容の修正）を加筆してあるものを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図２－１ 体力と運動の種類の関係（加賀谷，1989） 

 

（３）身体活動の重要性 

意図的に体を動かすことは、運動能力や運動技能の向上を促し、体力の向上につながってい

く。同時に、病気から体を守る防衛体力を強化し、健康な状態を作り、高まった体力は人とし

ての活動を支える。また、子ども、特に小学校低学年以下の子どもは、他者との遊びなどによ

る身体活動をとおして体の動かし方を会得し，脳の発達を促していく。このように、体を動か

すことと心身の発達は密接に関連している。さらに、体を動かすことは、知力や精神力の向上

の基礎ともなっている。５） 
武藤は「子どもの成長とスポーツのしかた」７）の中で、子どもに運動やスポーツが必要な理

由について次の 4つをあげている。 
    ア 成長期の運動不足は取り返すことができない。 

イ 成長そのものに運動が必要である。 
ウ 運動の不足により、さまざまなからだの異常をきたす。 
エ 運動体験が大人になってからの生活に大きく影響をする。    

このように、子どもにとって、日常的に体を動かしていくことは心身の発達の上で重要なこ

とである。 

運動をするための体力 

  調整力・瞬発力・持久力などを要素とする運動をするための基礎となる身体的能力
のこと。 
  
健康に生活するための体力 

体の健康を維持し、病気にならないようにする体力のことをさしており、具体的に

は、インフルエンザにかかりにくいなど、感染症をはじめとする病気に対する抵抗力

として捉えられる。 



 

２ 学校における体育・健康に関する指導について 

  小学校学習指導要領の第１章総則、「教育課程編成の一般方針」では、学校における体育・健康

に関する指導について、次のように示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  それに関連して、小学校学習指導要領解説体育編では、次のように示している。 

３ 学校における体育・健康に関する指導は、学校の教育活動全体を通じて適切に行

うものとする。特に、体力の向上及び心身の健康の保持増進に関する指導について

は、体育科の時間はもとより、特別活動などにおいてもそれぞれの特質に応じて適

切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会と

の連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促

し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮

しなければならない。 

その（体育・健康に関する）指導においては、体つくり運動や各種のスポーツ活

動はもとより、保健指導、安全指導、給食指導などの健康に関する指導が重視され

なければならない。このような体育・健康に関する指導は、体育科の時間だけでは

なく、関連の教科や道徳、特別活動のほか、総合的な学習の時間なども含めた学校

の教育活動全体を通じて行うことによって、その一層の充実を図ることができる。 

  また、体力の向上や心身の健康の保持増進に関する指導を通して、学校生活はも

ちろんのこと、家庭や地域社会における日常生活においても、自ら進んで運動を適

切に実践する習慣を形成し、生涯を通じて運動に親しむための基礎を培うととも

に、児童が積極的に心身の健康の保持増進を図っていく資質や能力を身に付け、生

涯を通じて、健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮する

ことが大切である。 

  （中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  このように、体育の学習指導計画を作成する際には、体育・健康に関する指導を学校教育活動

全体の中で、また、家庭や地域社会との連携の中で行っていくという視点に立って考えていくこ

とが必要である。 
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３ 体力を高める運動について 

（１）ねらいと位置付け 

   「体つくり運動」は、体の調子を整えるなどの体ほぐしをしたり体力を高めたりするために

行われる運動である。その内容は、従前の体操領域の内容である「体力を高める運動」に、心

と体をより一体としてとらえる観点から「体ほぐしの運動」が加えられた。 

 

      従前の「体操」 

         ↓       体ほぐしの運動 

      体つくり運動 

                 体力を高める運動 

 

「体力を高める運動」は、直接的に体力を高めるために作られた運動であり、自己の体力を高

めるためにねらいをもって運動するところに他の運動との基本的な違いがある。低・中学年は

自己の健康や体力に関心を持ちにくいことから、高学年から扱うことになっている。８）    

    

（２）内容８）

  ア 運動の内容 

・体の柔らかさ及び巧みな動きを高めるための運動 

・力強い動き及び動きを持続する能力を高めるための運動 

イ 態度の内容 

・互いに協力して、運動ができるようにする。 

ウ 学び方の内容 

・自己の体力や体の状態に応じて、体ほぐしの行い方や体力の高め方を工夫するこ

とができるようにする。 

    

    「体つくり運動」領域は、小・中・高等学校をとおしてすべての児童生徒が履修することか

ら、発達段階を見通して、それに合わせた内容を次のように重点化して確実に学習できるよ

うにしている。２）

     

内容の重点化 ○小 学 校  主として体の柔らかさ及び巧みな動きを高めること 

         ○中 学 校  主として動きを持続する能力を高めること 

         ○高等学校  主として力強さとスピードのある動きを高めること 

 

（３）指導のポイント 

   「体力を高める運動」は、必要に基づいて行われる運動であるため、小学校段階の子どもに

とっては、大人の考えているような体つくりや健康つくりというねらいは理解されにくく、動

機付けも難しい。９）子どもの自然な欲求に基づいた運動でないということは、運動への動機付

けや課題意識を持たせること、意欲を持続させる手立てなどを明確にもった授業展開が必要と

なる。   

学校体育実技指導資料第７集「体つくり運動」では、体力を高める運動の指導のポイントと

して、次の 4 点をあげている。 

ア 児童生徒にとっての体つくりの必要性、学びの意味を意識する 

イ 学習の内容を意識する 

      ウ 児童生徒にとって意味のある教材作り  

エ 発達段階をふまえて、学習の成果を確認できる手だてを講じる 
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４ 豊かなスポーツライフについて 

（１）生涯スポーツ 

   科学技術の発展や生活の利便化によって、日常生活における身体活動が減少していくことを

考えると、個人が主体的にスポーツに取り組むことがきわめて重要になる。 

   生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現していくためには、生涯を通じて主体的にスポー

ツに親しむ態度や習慣をどのように定着・発展させるかが大切である。児童期には、生涯にわ

たって健康や体力を保持増進していくための基礎を培い、健康的な生活習慣を身に付けるとと

もに、スポーツとの出会いを大切にしていく必要がある。そのためには、様々な運動遊びをと

おして、基礎的な体力や運動能力を身に付けること、運動嫌いや体育嫌いにならないよう、運

動やスポーツとの「よい出会い」や「楽しい出会い」ができることが大切になってくる。10）

   平成 11 年に示された学習指導要領改訂の基本方針は、「明るく豊かで活力のある生活を営む

態度の育成を目指し、生涯にわたる豊かなスポーツライフ及び健康の保持増進の基礎を培う観

点に立って内容の改善を図る」とある。また、体育科の目標において、「運動に親しむ資質や能

力を育てる」ことが位置付けられており、生涯スポーツをめざす体育の方向は明らかである。8） 

 

（２）運動の生活化と生涯スポーツ 

図２－２は子ども時代の身体活動の影響を、子ども時代の健康状態、大人になってからの身

体活動および大人になってからの健康状態に分けて説明したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図２－２ 子どもと大人における身体活動と健康の関係 

                       （Boreham and riddoch, 2001） 

 

子ども時代の身体活動量が多ければ、健康状態も良好であり、その逆も証明されている。ま

た、子ども時代の活発な身体活動習慣は、大人になってからの健康にもよい影響を与え、肥満

防止や骨の質量に影響を与えている。さらには、子ども時代の活発な身体活動は大人になって

からも活動的に日常生活を送ることにつながっていると考えられている。11）

   子ども時代の身体活動レベルは成人まで持ち越されるので、子ども時代に活発な身体活動習

慣を養うことが大事である。12）

これらのことから、子どもの頃からの生活の中での適切な身体活動の習慣は、生涯にわたる

豊かなスポーツライフにつながっていくということが言える。 
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５ 学び方の学習について 

（１）学び方の重視 

「学び方学習」とは、一般に「知識・技能の習得そのものより、それを獲得する仕方に着目

し、主体的で実践力のある生涯学習の基本となる学ぶ能力の育成をめざす考え方および教育の

方法」をさす。13） 

今回の学習指導要領の改訂では、各学年の各領域において「学び方」の内容が整理統合して

示された。（表２－１）これらの運動領域の学習では、発達段階に応じて各領域ごとの「学び方

の内容」を児童が的確に身に付けることができる指導が期待されている。 

小学校の体育の学習では、今までも「めあて学習」といわれる課題解決的な学習の進め方が

広く行われてきた。「めあて学習」は、児童一人一人が自分の力にあった「めあて」の中身を工

夫したり、決定したりしていく活動を重視している。しかし、単に学習活動をより合理的に導

くための方法として位置付けられるのではなく、学び方が学習内容の中核に位置付けられたこ

とが今回の改訂で重要な点である。14）

   「学び方」の内容は、「生きる力」を支える柱の一つである「自ら学び、自ら考える」という

課題解決能力の育成に大きく関わるものである。自ら考え、判断して運動を実践できる能力、

つまり、学び方を身に付けることは、生涯スポーツをめざす教育にとってきわめて重要なこと

である。３）

 

表２－１ 小学校体育における学び方の内容一覧８）

学年 １・２

器械運動
自己の能力に適し

た技に取り組み、そ
の技ができるように
するための活動を工
夫することができる
ようにする。

水泳
自己の能力に適し

た課題をもち、活動
を工夫することがで
きるようにする。

３・４ ５・６

ボール運動
自分のチームの特徴に応じた作戦を立

てたり、ルールを工夫したりすることがで
きるようにする。

基本の運動
競争や運動の仕

方の課題をもち、運
動の楽しさを求めて
活動を工夫すること
が で き る よ う に す
る。

ゲーム
チームの課題を持

ち、簡単なゲームを
工夫することができ
る よ う に す る 。

自己の能力に適した技に取り組み、そ
の技ができるようにするための課題の解
決の仕方を工夫することができるように
する。

陸上競技
自己の能力に適した課題を決め、課題

の解決の仕方を工夫することができるよ
うにする。

自己の能力に適した課題を決め、課題
の解決の仕方を工夫することができるよ
うにする。

領
域
と
学
び
方
の
内
容

基本の運動
競争や運動の仕方を知り、活動を工

夫することができるようにする。

ゲーム
ゲームを楽しむための簡単な規則を

工夫することができるようにする。

　

体つくり運動
自己の体力や体の状態に応じて、体ほ

ぐしの行い方や体力の高め方を工夫する
ことができるようにする。

表現運動
表したい内容にふさわしい動きやリズム

に乗って踊るための活動を工夫すること
ができるようにする。

自分やグループの特徴を生かした表現
や踊りに取り組んだり、練習や発表の仕
方を工夫したりすることができるようにす
る。
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（２）学び方を大切にした学習過程 

   「学習過程」とは、学習を進める道筋を意味する。すなわち、学習者が学習目標を達成する

ための内容を、順序性をもった合理的な学習の道筋として示すものである。教授学的には、「教

授過程」や「教授＝学習過程」という言葉が用いられることが多かったが、生涯スポーツにつ

なげようとする今日の学校体育にあっては、運動の楽しさ経験を求めて学習者が自発的・自主

的に学習していくことや、「学び方の学習」そのものが意義付けられるところから、特に、学習

者の立場に立って、「学習過程」の用語が好んで用いられるようになった。15）

   学び方を身に付けることは、生涯スポーツをめざす教育にとってきわめて重要なことであり
３）、小学校学習指導要領解説体育編では、体つくり運動における学び方の内容を次のように示

している。 
自己の体力や体の状態に応じて、体ほぐしの行い方や体力の高め方を工夫することが

できるようにする。 
ア 自己の体の状態に気付き、体の調子を整えるための運動の内容や方法を決めたり工

夫したりする。 
イ  体力テストなどを活用して、自己の体力の特徴を把握し、体力に応じたねらいを決め

る。  
ウ ねらいに応じた体力を高めるための運動の内容や方法を決めたり、工夫したりし

て、計画的に行う。 
 
これらのことから、体力の高め方を知り、運動するだけでなく、自分の体力に応じたねらい

を持ち、体力の高め方を工夫する活動を学習活動の中核に位置付け、学び方を身に付けること

ができるように学習過程を工夫していくことは重要なことであるといえる。 
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６ 新体力テストについて 

  生涯スポーツの立場から、自らの健康や体力の現状、また、加齢に伴う推移を知る上で、体力

テストはきわめて重要な意義を持っている。 

  「新体力テスト」は、昭和 39 年から文部省で行われている体力・運動能力調査で用いられてき

た従来の体力テストを「健康関連体力および基礎的運動能力測定の重視」、「高齢化社会に対応す

るための対象年齢の拡大および年齢区分の見直し」、「国民の体力を経年的に追跡するための各年

齢層共通のテスト項目の設定」、「テスト項目の精選と継続性」などの観点から見直し、平成 11

年度から実施されている。表２－２に従来の体力テストと新体力テストの項目比較を示した。16) 

  新体力テストの活用方法としては、次のようなものが考えられており、現在、広く活用されて

いる17）。また、小学校学習指導要領解説体育編「体力を高める運動」の学び方の内容の項には、

「体力テストなどを活用して、自己の体力の特徴を把握し、体力に応じたねらいを決める。」と記載

されており、新体力テストの活用による教育効果が期待されている。 

ア 不足している運動要素や体力の現状を知る 

イ 全国平均と比較する 

ウ 体力の経年変化を理解する 

エ トレーニングや健康的な生活づくりの参考にする 

オ 運動への動機付け 

 

 

従来の体力テスト 

表２－２ テスト項目比較表 
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Ⅲ 検証授業の計画 

 

１ 検証の視点 

  学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、健康や体力について考え、進んで運動

に取り組むことができたか。 

 

２ 検証の方法 

（１）期 間  平成 15 年 10 月 20 日（月）～11 月 20 日(木) 

（２）場 所  箱根町立宮城野小学校 

（３）対 象  第 6 学年 1 組（男子 8 名、女子 11 名、合計 19 名） 

（４）単元名  体つくり運動「体力を高める運動」（保健「病気の予防」と関連） 

（５）方 法  ア 事前アンケート調査・分析 

        イ 単元学習指導計画の立案 

        ウ 学習指導案の立案 

        エ 学習指導案をもとに授業の実践 

        オ 学習ノート記述内容の分析 

        カ 事後アンケート調査・分析 

        キ その他 

 

３ 学習指導計画 

（１）体力を高める運動の特性 

  ア 一般的特性 

    直接的に体力を高めるために作られた運動であり、自己の体力を高めるためにねらいを 

もって運動するところに他の運動との基本的な違いがある。 

 

  イ 児童から見た特性 

     「体力＝持久力」と捉えがちである。体力を高めるための運動の必要性については理解で

きるようになってきているが、切実な必要感を抱いているとはいえない。自然な欲求に基づ

く運動ではなく、課題性や発展性が明確でないため、「トレーニング的な運動」として捉え

がちである。５分間走やなわとびなど、めあてが持ちやすい運動については意欲的に取り組

む。  

 

（２）学習のねらい 
 

関心・意欲・態度 
 

健康や体力に関心を持ち、進んで体力を高める運動に取り組むことが

できる。 

友達と協力し、安全に気を付けて運動することができる。 

 

 

思考・判断 
 

自己の体力や体の状態に応じて、体力の高め方を考えたり、工夫した

りすることができる。 

 

 

技能 
 

体力を高める運動のねらいに合った動き（動作）ができる。 
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（３）学習の道すじ 
     
ねらい１ 
 

 
自己の体力の特徴や運動量を知り、体力を高める必要性を理解し、課題を持つ。 

 
ねらい２ 
 

 
体力を高める方法を知り、提示された運動を行う。 
 

 

ねらい３ 
グループで考えながら、自分たちに合った体力を高める運動を選択し、工夫して運動

を行い、成果を確認する。 

 

（４）学び方を大切にした学習過程 

  ア 本校の児童の実態から「学び方」を大切にする必要性 
    本校の６年生を対象に運動についての実態調査をしたところ、次のような結果であった。 

図３－１ 「運動は好きですか」 図３－２ 「休み時間はどのように過ごしていますか」
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その他

仕事
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おしゃべり

音楽

本・絵

運動遊び

ほとんど毎日 週に３～４日 週に１～２日 全然しない n=19
 

 
ほとんどの児童が「運動が好き」と答えているが、日常的に運動をしている児童は、４割程度であ

る（「家庭での過ごし方」では４割に満たなかった）。 
   楽しく刺激的なものに囲まれている現代の子どもたちにとって、「運動が楽しい」、「運動が好き」

という思いだけでは、生活の中に運動を取り入れていくことへつなげていくことは難しいと感じる。 
 体育の学習を生活へつなげるためには、次のように、運動の楽しさや達成感等を感じることができ

る学習を展開していくことはもちろん、運動の必要性を理解し、自分で運動の内容や方法を考え、実

践していくこと、つまり学び方を身に付けることが必要であり、そのことが「生涯にわたる豊かなス

ポーツライフ」につながっていくと考える。 
 

 

＋ 

楽しさ 

生活の中に運動を
取り入れること 

生涯にわたる 
豊かなスポーツライフ 

学び方  
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イ 本単元の中で「学び方を大切にした学習過程」とは 
学び方の内容を身に付けられるように、学習過程の中で、次のような手立てを考えた。 

 
ねらい１ 「自己の体力の特徴や運動量を知り、体力を高める必要性を理解し、課題を持つ」 

  （ア）新体力テストの活用 

    自己の体力の特徴を把握し、自分に合ったねらいが持てるように、単元の初めに、上体起こし・

長座体前屈・反復横跳び・20m シャトルランの測定を行う。 
     また、単元の最後には、運動の成果を確かめたり、運動を継続していくための新たなねらいを 

持ったりするために、再度測定(チャレンジタイムとして設定)を行う。なお、2 回目の測定は、4 
項目全てではなく、自分のねらいに沿った項目や挑戦したい項目を測定することとする。 

 
   （イ）保健学習との関連 

     体力を高める必要性を理解することができるよう、次のように保健と体育の学習を関連させて 
単元計画を立てた。 

             

１時  病気の起こり方                     

２時  病原体がもとになっておこる病気の予防                  

(1)予防のしかた 

３時  (2)エイズ・食中毒・結核                                   体力の特徴の把握    

                                                                                 

４時  生活の仕方が関わっておこる病気の予防                

(1)生活習慣病の予防（食事の仕方・生活行動等）                           歩数記録表※２  

５時  (2)生活習慣病の予防（適切な運動の必要性）                              身体活動量の把握 

 

６時  (3)生活習慣病の予防（むし歯・歯肉炎の予防） 

７時  (4)たばこ・アルコール・薬物乱用の害                      ･･････（ねらい１） 

８時  学習のまとめ  

                            

                                        体力を高める運動 （ねらい２） 

                                   ※１ 運動領域は「体育」、保健領域は「保健」として示した      

 

体育※１〔体力を高める運動〕全 8 時間 保健※１〔病気の予防〕 全８時間

自分に合った運動をしていくこと
に気付き、ねらいを決める 

運動の必要性の理解 新体力テスト 

｢なりたい自分｣の 
イメージ 

                           ※２ P.15「歩数記録表の活用」参照 

 

ねらい２ 「体力を高める方法を知り、提示された運動を行う」 

 （ウ）体力要素別に運動を実践  

ねらい１で「自分に合った運動をしていくことに気付き、適切な課題を決める」ことができても、

運動の方法や内容が分からなければ、ねらい３のプログラム活動で主体的に運動を行うことはでき

ない。そこで、ねらい２では、体力要素別に運動を行う中で体力を高める方法を知り、その際に「何

を高めているのか」や「その時の体の状態はどうなのか」など体力や健康を意識できるようにして

いく。 

 

ねらい３ 「グループで考えながら、自分たちに合った体力を高める運動を選択し、工夫して運動を 

行い、成果を確認する」 

（エ）運動をプログラムする活動 

「進んで運動に取り組む」には、運動の必要性を理解し、課題意識を持つことに加え、自分に必要

な運動をどのように行っていくか、その内容や方法を考えたり、実践したりする力が必要である。 
そこで、高めたい体力別にグループを編成し、「ねらい２」で行った運動を参考にしながら運動プ

ログラムを作成し、工夫して運動を行う活動を取り入れる。 
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（５）生活の中に運動を取り入れることをめざした取り組み 

   体育の学習以外にも、生活の中から課題を見付け、学習したことを生活に生かすために、

次のような手立てを行う。 

 

ア 歩数記録表の活用 

自分の身体活動量がどのくらいあるのか、それは十分足りているのか、問題があるとす

ればどこに原因があるのかなどを把握するために、歩数計を用いて、１日ごとの歩数を１

週間調べる。同時に、休み時間や家庭での過ごし方を記録し、体力つくりのねらいを決め

る時の参考にする。 
 
イ 健康貯金通帳の活用 

    自分の健康や体力の実態、めあて、めあて達成の方法などを記録し、いつでも振り返る

ことができるように、健康貯金ファイルを作成して活用する。資料編では、学習したこと

を振り返りやすくするために、学習内容に沿って栄養・休養・運動のページを設ける。ま

た、体力要素別の運動例を掲載し、どの様な運動を行っていったらよいかを考える際の資

料として用いることができるようにする。（別冊資料編 P.１～16 参照） 

 

ウ 授業参観・懇談会の活用・健康通信の発行 

     体力つくりは、体育の時間、それも「体力を高める運動」の単元だけでできるものでは

ない。学校教育活動全体をとおして、また、地域や家庭においても、日常的に運動を実践

していくことが大切である。特に、家庭での理解や協力・励ましがあれば、「生活の中で運

動を行っていこう」という意欲を児童が持ちやすい。 

 そこで、本単元の３時間目（保健②）は授業参観として行い、児童だけでなく、保護者

にも運動の必要性や、体力つくりにおける児童の願いやねらいを理解してもらえるように

し、懇談会では、具体的な学習の流れを保護者にも理解してもらう。また、健康通信を発

行して学習の様子を知らせたり、家庭でもできる運動を紹介したりすることにより、児童

の主体的な体力つくりを家庭と学校で協力して行っていくことの意識を持ってもらうよう

にする。 
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（６）単元計画（45分×10時間：運動領域８時間 保健領域２時間） 
 

                                                                     ※１ 運動領域は「体育」、保健領域は「保健」として示した 

    １     ２    ３     ４     ５     ６     ７         ８    ９    １０ 時 
分    体育① ※１    保健①    保健②    体育②    体育③    体育④    体育⑤    体育⑥    体育⑦   体育⑧ 
 ねらい１ 

 自己の体力の特徴や運動量を知り、体力を高める必要性を

理解し、課題を持つ。 

ねらい２ 

 体力を高める方法を知り、提示された運動を行

う。 

 

ねらい３ 

グループで考えながら、自分たちに合った体力を高める運動を選択し、 

工夫して運動を行い、成果を確認する。 

 

ウォーミングアップ(音楽に合わせて) 

 ・ウォーキング、ランニング 

 ・ストレッチング 

 ・巧みさを高める動き 

 

ウォーミングアップ(音楽に合わせて) 

            ・ウォーキング、ランニング 

            ・ストレッチング 

            ・巧みさを高める動き 

 

・学習のねらいと進

め方 

・グループ編成 

 

・ウォーミングアッ

プ 
 

本時の学習のねらいと内容を確認する 

 

 

本時の学習のねらいと内容を確認する 

 

巧みさを高める運

動 

 

・長なわ＋短なわ 

・長なわ＋ボール 

 

 

 

 

 

 

 

チャレンジタイム 

 

 

新体力テストに再

チャレンジ 

 

測定 

・上体起こし 

 

・長座体前屈 

 

・反復横跳び 

 

・20m シャトルラ 

ン 

 

 

やわらかさを高め

る運動 

 

・ストレッチング 

・ボール渡し 

   （２人組） 

 

 

 

 

巧みさを高める運

動 

 

・とんでくぐって 

・フラフープ 

・爆弾を運べ 

・手風船、足風船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力強い動きを高め

る運動 

 

・綱のぼり 

・ターザン 

・負けたらケンケン

・スクーターリレー

 

 

 

 

 

 

 

 

動きを持続する能

力を高める運動 

 

・ファンラン 

・なわとび 

 

運動プログラムを

作成する 

 

プログラムを作成

するねらいと作成

の仕方 

 

グループで運動プ

ログラムを作成す

る 

 

個人のプログラム

を作成する 

 

 

グループで作成し

たプログラムに沿

った運動 

 

・ねらいに合ってい

るか 

→プログラムの

修正 

 

・場･回数･動きなど

の工夫 

 

グループで作成し

たプログラムに沿

った運動 

 

プログラム紹介の

準備 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちのプログ

ラムを紹介しよう 

 

・グループごとに紹

介 

 

プログラムの確

認・修正 

 

・プログラム紹介で

の他グループの

よいところを確

認、プログラムの

見直しと修正 

 

 

 

修正したプログラ

ムに沿った運動 

 
0 
 

 

 

5 
 

 

 

10 
 

 

 

15 
 

 

 

20 
 

 

 

25 
 

 

 

30 
 

 

 

35 
 

 

 

40 
 

 

 

45 

 

 

 

新体力テストのね

らいと測定方法に

ついて 

 

ウォーミングアッ

プ（必要性） 

・ウォーキング 

・ランニング 

・ストレッチング 

 

測定 

・上体起こし 

 

 

・長座体前屈 

 

 

・反復横跳び 

 

 

・20m シャトルラ 

ン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新体力テストの結

果のまとめ 

 

 

 

栄養･睡眠･運動が

足りないとどうな

ってしまうのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩分･糖分･脂肪分

の多い食事をとり

続けるとどうなっ

てしまうのか 

（学校栄養職員・養

護教諭とのTT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 

 

 

 

 

 

 

１年後の自分はど

うなっていたいか 

（イメージ） 

・グループ内で発

表 

 

体力を高める必要

性 

（養護教諭とのTT）

 

 

 

 

 

 

 

 

自分に合った体力

つくりのねらいを

決める 

・１年後の自分 

・身体活動量 

・新体力テストの 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 学習の振り返り 

・健康貯金通帳へ記入する 

・グループごとに学習を振り返る 

・全体で学習を振り返る 

学習の振り返り 

・健康貯金通帳へ記入する 

・グループごとに学習を振り返る 

・全体で学習を振り返る 

学習のまとめ 
・健康貯金通帳への

記入 
・全体での振り返り 
・個のプログラムを

見直し、生活の中

で運動を実践し

ていく意欲を持

つ 

病気の予防「生活習慣病の予防」 新体力テスト 



（７）評価計画 

 関心・意欲・態度 思 考 ・ 判 断 技     能 知 識 ・ 理 解 
 
保

健 
 

 病気の起こり方と予防の方法について

関心を持ち、進んで課題を見つけようとし

たり、意欲的に課題解決に取り組んだりし

ようとしている。 

 病気の起こり方や予防の方法につい

て、課題を設定し、解決の方法を考えた

り、判断したりできる。 

   病気の起こり方や予防の方法につい

て、実践的に理解し、自分の生活に役立

つ知識を身に付けている。 

 
 
 

 
評価規準 

 
 

 
体

育 

自分の体に関心を持ち、体力を高める運

動に進んで取り組もうとする。また、互い

に協力し、安全に気を付けて運動をしよう

とする。 

 体力の高め方を考えたり、自己の体や

体力の状態に応じて、その行い方を工夫

している。また、ねらいをもってそれに

ふさわしい運動を工夫している。 

 体力を高める運動のねらいに合った

動き（動作）ができる。 

 

 
ねらい１ 
 
自分の体力

の特徴や運動

量を知り、体力

を高める必要

性を理解し、課

題を持つ。 
 

 
・新体力テストに進んで取り組もうとす

る。            ①（観察） 
・ 生活習慣病の原因や予防の方法につい

て課題を見つけようとする。 
         ②（観察・学習カード） 
 

 
・新体力テストの結果から、自己の体力

の特徴が分かっている。 
①（学習カード） 

・ よりよい生活習慣について考えてい

る。         ②（観察・学習カード）

・自己の体力の特徴や運動量を把握し、

自分に合ったねらいを決めている。  

③（学習カード） 

  
 
 
・ 生活習慣病の原因と予防の方法につ

いて知っている。 
②③（学習カード） 

 
 

 
ねらい２ 

 
体力を高め

る方法を知り、

提示された運

動を行う。 
 

 
・ 健康や体力を意識し、進んで運動に取り

組もうとする。 
④⑤（観察・学習カード） 

         
・ 友達と協力して運動したり、準備や片付

けをしようとする。 
        ④⑤（観察・学習カード） 
 

  
・ 体力を高める運動のねらいに合った

動き（運動）ができる。 
             ④⑤（観察） 

  

 
 
本 
 
単 
 
元 
 
に 
 
お 
 
け 
 
る 
 
具 
 
体 
 
の 
 
評 
 
価 
 
規 
 
準 

 
ねらい３ 
 
 グループで

考えながら、自

分たちに合っ

た体力を高め

る運動を選択

し、工夫して運

動を行い、成果

を確認する。 
 
 

 

・作成したプログラムに沿って進んで運動

に取り組もうとする。 

                 ⑦（観察・学習カード）

 

・ 他のグループの活動を見て、よいところ

を取り入れようとする。 

             ⑧（学習カード）

 

・ 健康や体力を意識し、生活の中に運動を

取り入れようとする。 
              ⑩（学習カード） 

 
・ねらいに応じた体力を高める運動の内

容や方法を決めたり、工夫したりし

て、グループで運動プログラムを作成

している。 ⑥（観察･グループカード） 
・ 他のグループのよいところを取り入

れ、グループでさらに工夫した運動プ

ログラムを作成している。 
         ⑨（観察・グループカード）

・ 学習を振り返り、運動と自分のよりよ

い関係について考えている。 
            ⑩（学習カード） 

 
 
 
 
・体力を高める運動のねらいに合った動

き（運動）ができる。 
              ⑦⑧⑨（観察） 

 

                                                                                   ○数字：何時間目に評価するか  （  ）：評価方法 



 

４ 検証の視点と手がかり 
  学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、健康や体力について考え、進んで運

動に取り組むことができたか。 

 

めざす児童の姿  具 体 的 な 視 点    手 が か り   分 析 方 法 
(ア)学習カード「自分の体力の

特徴が分かりましたか」
の３段階評価と記述内容

○学習カードの自己評価
と記述内容の分析 

 

ア 自分の体力の特徴
が分かったか 

(イ)事前・事後アンケート 
   「自分の体力の特徴が分

かりますか」の４段階評
価と記述内容 

○事前・事後アンケートと
記述内容の分析 

(ア)学習カード「今日の学習で
分かったこと」の記述内
容  

○学習カードの記述内容
の分析 

イ 運動の必要性が分
かったか 

 
(イ)事前・事後アンケート 

 「日常的に運動すること
が、なぜ必要であるか説
明できますか」の４段階
評価と記述内容 

○事前・事後アンケートと
記述内容の分析 

ウ 根拠のあるめあて
が立てられたか 

(ア)学習カード「体力を高め
る運動のめあて」の記述
内容 

○新体力テストの記録分
析 

○学習カードの記述内容
の分析 

(ア)ふりかえりカード「健康や
体力を意識しましたか」
の３段階評価と記述内容
と活動観察記録 

○ふりかえりカードの評
価と記述内容の分析 

○活動観察記録の分析 

エ 健康や体力を意識
して運動に取り組
むことができたか

 
(イ)事前・事後アンケート 
 「運動をする時に、健康
や体力について考えてい
ますか」の４段階評価 

○事前・事後アンケート
の分析 

(ア)運動プログラムの内容と
活動観察記録 

    

○グループカードのプロ
グラム内容分析 

○活動観察記録の分析 

(1) 健康や体力に
ついて考え
ることがで
きる 

 
 
 

オ ねらいに合った運
動プログラムを立
案・修正できたか

(イ)グループふりかえりカー
ド「自分たちのねらいに
あった運動プログラムが
できましたか」の３段階
評価とプログラムに対す
る考え方の記述内容 

○グループふりかえり
カードの評価と記述内
容の分析 

 

ア 意欲的に運動に取
り組んでいたか
（学習時） 

 
 
 

(ア)ふりかえりカード「せい 
いっぱい運動することが
できましたか」「楽しく
運動することができまし
たか」の３段階評価と記
述内容 

○ふりかえりカードの評
価と記述内容の分析 

 
 

(ア)事前・事後アンケート「生
活の中で意識して運動
（運動遊び）をしようと
考えていますか」の４段
階評価と学習後の感想 

○事前・事後アンケートの
分析 

○学習後の感想分析 

イ 生活の中に運動を
取り入れていたか
（学習以外） 

(イ)事前・事後アンケート「休
み時間や放課後の過ごし
方」の３段階評価 

○事前・事後アンケートの
分析 

(ア)健康貯金通帳①の記録内
容（２週間分） 

○健康貯金通帳の記録内
容の分析 

 
 

(2) 進んで運動に
取り組むこと 

  ができる 
 

ウ 学習後も生活の中
に運動を取り入れ
ているか 

 
(イ)健康貯金通帳①の記録内

容（４ヶ月間） 
○健康貯金通帳の記録内

容の分析 
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Ⅳ 検証授業の結果と考察 

 

１ 分析・考察を進めるにあたって 

  研究主題に迫るため、検証授業から得られたデータをもとに、検証の視点に沿って分析し、

考察していくことにする。なお、分析・考察を進めるにあたり、次の点について説明する。 

 

（１）図・表の対象人数およびアンケート・ふりかえりカードについて 

   文中に使用した図表のデータについては、特に断りのない場合は、次のとおりである。 

 

  ア 検証授業の対象人数  19 名（男子 8名、女子 11 名） 

 

  イ 各時間の人数 

時間（時） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

人数（人） 18 19 19 19 18 19 19 17 18 17 

 

  ウ 事前・事後アンケートの対象人数  19 名（男子 8名、女子 11 名） 

 

    エ 個人ふりかえりカード･グループふりかえりカードの自己評価項目 

    「よくできた」３点、「できた」２点、「できなかった」１点の３段階とした。個人ふり

かえりカードは、点数を合計してその平均点を示した。 

 

（２）めあてについて 

  ねらい１で、新体力テストで把握した自分の体力の特徴、保健で学習した運動の大切さ、

体力を高める必要性、事前に調べた普段の身体活動量（歩数計による測定）、どのような自分

になりたいかなどを考え合わせて、一人一人が体力を高める運動のめあてを立てた。 

  表４－１は、児童が立てた記述式のめあてを、教師が 4つの体力要素別に分類したもので

ある。 

 

         表４－１ 高めたい体力のめあて別人数 

高めたい体力 

柔軟性 巧みさ 筋力 持久力

 

人数 

 ○   １ 

   ○ ３ 

○ ○   １ 

○  ○  １ 

 ○ ○  ３ 

  ○ ○ ４ 

○ ○  ○ １ 

 ○ ○ ○ ２ 

○  ○ ○ １ 

○ ○ ○ ○ ２ 
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（３）グループ編成について 

ねらい３で、自分たちのめあてに合ったプログラムを作成して活動するので、高めたい体

力のめあてをもとに、教師が男２人・女２～３人の男女混合の４つのグループを編成した。 

しかし、表４－１のように、めあてが多様化しており、厳密にはめあて別グループを編成

することはできなかった。 

リーダーは、グループごとに自分たちで決めることとした。  

 

（４）新体力テストの５段階評価について 

   新体力テストを行うにあたり、測定を行った４項目について、「平成 13 年度神奈川県児童

生徒体力・運動能力調査結果」18）の 11 歳のデータをもとに、男女別５段階評価表を作成し

た。評価表の作成については、「『スポーツ医科学基礎講座３ 測定と評価』山本利春著」を

参考にした。 

    

（５）学習の経過 

  ア 最初の計画と変更した点 

    児童の学習の状況に応じて、計画を弾力的に取り扱い、次の２点を変更した。なお、最

初の計画と実際に行った学習の比較を P.21 に示した。 

 

   ねらい３では、グループでプログラムを作成し、活動する時間を十分に確保した 

    計画では８時間目に、グループのプログラム活動を紹介し合う予定であった。しかし、

前時（７時間目）の児童の活動の様子から、「自分たちのグループのプログラムをよりよい

ものにしていき、それをまた次の時間も行っていきたい。」という思いが強いと感じた。そ

こで、プログラム紹介は行わず、グループでの活動を十分に行えるようにした。 

また、児童がグループプログラムの作成に集中していたので、個人の活動を入れてしま

うとその活動が途切れてしまうのではないかと考え、６時間目に行う予定であった「家で

も運動しよう（学習外での運動プログラム作り）」は、９時間目が終了してから行うことと

した。 

この２つの変更により、グループプログラムを作成し、活動する時間を十分に確保する

ことができた。 

 

   ９時間目にプログラム活動を振り返り、学びを確認する時間を設定した 

    計画では、10 時間目に全ての学習のまとめを行う予定であった。しかし、その時間は 

チャレンジタイムで「体力の伸びや課題」を確認する時間であり、記録の変化のみに児童

の目が向いてしまうことが危惧された。 

    体力の高まりだけでなく、「自分たちでねらいに合った運動プログラムを作成し、グルー

プで協力して運動してきたこと」、その中で「身に付けてきた力」を確認させたいと考え、

９時間目の最後にプログラム活動を振り返る時間を設定した。 

 

イ 検証授業の実際と児童の活動の様子等 

    １時間ごとの検証授業の実際と児童の活動の様子等を P.22～31 に示した。 
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〔最初の計画〕 

 ④(10/29) ⑤(11/4)  ⑥(11/7) ⑦(11/10) ⑧(11/12) ⑨(11/18) ⑩(11/20)

 

 
 

 

 

 

ねらい 2 

   色々な運動を        

みんなでいっしょにやろう 

 
    

 

 

運動プログ

ラムを作ろ

う 

 

ねらい 3  

 

 

0 

 

 

10 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

40 

 

45 

    

 

 

 

 

 

 

 

学習のま

とめをし

よう 

 

 

                  

・フラフープや風船 
・ターザン 
・スクーターリレー 
      など 

グループの

プログラム

を紹介しよ

う 

チャレン

ジタイム

新 体 力 テ

ス ト に 再

挑 戦 

 

家でも運動しよう

学習したことを

生活に生かして

いこう 

 

学 習 の ふ り か え り ・ か た づ け 

プログラムに沿って、

グループで運動しよう 

プログラ

ムを修正

しよう 

プログラ

ムに沿っ

て運動し

よう 

ねらい３ 

ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ・ め あ て の 確 認 

 

 

 

 

〔実際に行った学習〕 

④(10/29) ⑤(11/4)   ⑥(11/7) ⑦(11/10) ⑧(11/12) ⑨(11/18) ⑩(11/20)

 

 
 

 

 

 

ねらい 2 

    色々な運動を 

みんなでいっしょにやろう 

 
    

 

 

運動プログ

ラムを作ろ

う 

 

ねらい 3  
 

0 

 
ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ・ め あ て の 確 認 

 

10 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

40 

 

45 

    

 

 

 

 

 

 

 

学習のま

とめをし

よう 

 

 

                  

プログラムを修正しよう

プログラムに沿って、 

グループで運動しよう ・フラフープや風船 
・ターザン 
・スクーターリレー 
      など 

チャレン

ジタイム

新 体 力 テ

ス ト に 再

挑 戦 

 

 

学 習 の ふ り か え り ・ か た づ け 

学習したことを

生活に生かして

いこう 

プログラム 
活動を振り
返ろう 
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検証授業の実際と児童の活動の様子等 
 

10 時間扱いの１時間目（体育①）   10 月 20 日（月） 第３校時 
ねらい  ○新体力テストに意欲的に取り組み、テスト結果から自己の体力の特徴を知ることが

できる。 

     学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 

 

は

じ

め 

 

 

 

 

10 

分 

 

１ 新体力テストのねらいと本時の

流れについて理解する。 

 

 

 

２ ウォーミングアップの必要性を

理解し、ウォーミングアップを行

う。 

  ○ウォーキング・ランニング 

  ○ストレッチング 

 

 

○自分の体力の実態を知るために行うも

のであることを説明する。 

○4 つのテストで何の体力要素が測定でき

るかを説明する。 

 

○準備運動の必要性について説明する。 

  ・ケガの防止 

  ・主運動への準備 

○音楽に合わせて運動を行うようにさせ

る。 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

30 

分 

 

３ 新体力テストを行い、測定結果を

学習カードに記入する。 

  ○上体起こし 

  ○長座体前屈 

  ○反復横跳び 

  ○20m シャトルラン 

 

 

 

 

 

○あらかじめ、テ

ストの場を設定

しておき、テス

ト名と測定でき

る体力要素名を

掲示しておく。 

○測定の方法につ

いて十分理解さ

せてから測定を

行う。 

 
新体力テスト

に進んで取り

組もうとする

（関・意・態※

 

：観察） 

 
 

ま

と

め 

 

５ 

分 

 

 

４ 新体力テストの結果を学習カー

ドに記入する。 

    

 

 

 

 

 

  
○自己の体力の特徴に目を向けられない

児童には助言する。 

新体力テスト

の結果から自

己の体力の特

徴が分かって

いる 

 

（思考・判断

：学習カード）

５ 片付けを行う。 

                              ※関・意・態・・・関心・意欲・態度 

    

本校では、これまで新体力テストを実施していないので、児童にとっては、初めてのテスト 
であった。 

学習の始まる前に、テストの実施方法について説明したビデオ（約 10 分）を見せたので、見通

しを持ってテストに臨むことができた。 

  児童は、楽しみながら、精一杯テストを行った。 

  ５段階評価表を活用したことにより、単なる測定値ではなく、客観的な値で自分の体力の特徴

を知ることができた。 

  10 時間目のチャレンジタイムで新体力テストに再挑戦できるということを伝えると、その日か

ら上体起こしを家で行う児童もいた。新体力テストが意欲の高まりにつながっているようであっ

た。 
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10 時間扱いの２時間目（保健①）    10 月 23 日（水） 第 5校時 
ねらい ○健康に好ましくない影響を与えている生活習慣について関心を持ち、よりよい生活習慣

について考えようとすることができる。 
   ○塩分や糖分、脂肪分のとりすぎが健康に好ましくない影響を与えていることが分かる。

     学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

は

じ

め 

 

５ 

分 

 

１ 成長や健康に必要であると考え

られている主なものについて知

る。 

   ○栄養 

   ○休養 

○運動 

  

○アンケート

結果をグラ

フにして提

示する。 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

分 

 

２ 栄養が偏っていたり、休養や運動

が不足したりすると健康や成長

面でどのような影響があるのか

を考える。 

 ○色別のカードに考えたことを

書き、発表する。 

0

5

10

15

栄

養

睡

眠

運

動
そ

の
他n=19

人

（人） 早寝早起き

友達と仲良く

姿勢よく

カルシウム

ゲームをやり

過ぎない

 

 

 

３ 塩分・糖分・脂肪分の多い食事を

とり続けることが、健康に好まし

くない影響を与えていることを

知る。 

  ○カップめんと同じ塩分量の水

や、ジュースと同じ糖分量の水

をなめてみる。 

 

○カードを黒

板に整理し

て貼り、栄養

面・休養面・

運動面での

課題が分か

るようにす

る。 

○学校栄養職員が給

食を作る時に気を

付けていることを

栄養面の課題に 

そって話す。 

○塩分や糖分・脂肪

分のとり過ぎが

健康にどんな影

響を与えるかを

養護教諭が話す。 

○児童がふだん食

べたり飲んだりしているカップめんや

ジュース、スナック菓子等に含まれてい

る塩分･糖分･脂肪分等の量を示し、必要

以上に摂取していないかを考えさせる。 

 
生活習慣病の

原因や予防の

方法について

課題を見付け

ようとしてい

る 

 (関・意・態

：観察・学習

カード） 

 

 

ま 

と 

め 

 

５

分 

 

４ 本時のまとめをする。 

  ○分かったことや感想を学習 

カードに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 次時の予告を聞く。 ○次時は運動が不足した場合の健康や成

長への影響について考えていくことを

伝える。 

 

生活習慣病の

原因と予防の

方法について

知っている 

（知識・理解

：学習カード)

よりよい生活

習慣について

考えている 

（思考・判断

：学習カード）

  

健康に必要なものとして、栄養・休養・運動に目を向けさせ、特に本時では栄養について扱っ

た。学校栄養職員と養護教諭にも話をしてもらった。児童は、真剣に話を聞き、基本的な内容に

ついては十分に理解することができた。この学習の後に、「子どもが学習したことを家で話し、家

族全体の食生活を見直すきっかけになった。」や「学習後は、成分表示を必ず見て買い物をしてい

る。」という保護者の声が聞かれた。児童は自分の体や健康のことにとても興味を持っている。「健

康に必要なこと」を意識付け、生活の中で実践できる力を付けていく指導の大切さを感じた。 
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10 時間扱いの３時間目（保健②）  10 月 27 日（月） 第５校時（授業参観）  
ねらい  ○運動が健康や成長に好ましい影響を与えていることが分かる。 

      （運動の必要性が分かる） 

○自分に合った体力を高める運動のねらいを決めることができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

は

じ

め 

15

分 

 

１ 中学生になった時、どんな自分で

ありたいかをグループ内で発表

する。 

 

 

○あらかじめ、カードに「なりたい自分」

のイメージを書かせておき、スムーズに

発表できるようにしておく。 

 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

 

 

25

分 

 

２ 運動の効果や、体力を高める必要

性を知る。 

  ○生活習慣病の予防と運動の効

果 

  ○「体力を高める運動」の内容 

 

 

 

３ 自分に合った体力を高める運動

のねらいを決める。 

  ○「なりたい自分」になるために、

体力面で今、自分はどうしたら

よいのかを考える。 

 

 

○養護教諭と 

のティーム 

ティーチン 

グで進める。 

○本時の学習 

が次時から 

の体育の学 

習につながるように話をする。 

 
生活習慣病の

原因と予防の

方法について

知っている 

○「なりたい自分」「身体活動量（歩数記

録表）」「新体力テストの結果」を考えさ

せる時の資料とする。 

○単元をとおしたねらいにつながる考え

方ができるようにする。 

 

（知識・理解

：学習カード)

 

自己の体力の

特徴や運動量

を把握し、自

分に合ったね

らいを決めて

いる 

（思考・判断

：学習カード）

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

５

分 

 

４ 本時のまとめを行い、次時の学習

の見通しを持つ。 

 

 

○次時からは体育で実際に楽しい運動を

行いながら体力を高める方法を学習し

ていくことを伝え、意欲の向上を図る。 

 

 

  10 時間の学習の中で、本時が第 1の山場であった。 

学習内容が盛りだくさんで難しい学習ではあったが、児童は、一つ一つの活動や話の中から、

運動の必要性を理解し、自分の生活と結びつけた上で、めあてを立てることができた。 

  保健学習「生活習慣病の予防」と関連させて、運動の必要性を理解したことは、体力を健康面

から考えることにつながった。「なりたい自分」を考えたことは、運動は、競技力向上のためだけ

でなく、自分の生活と関連しているという理解につながった。保健学習との関連が図れなかった

ら、健康面や自分の生活に目を向けることなく、新体力テストの測定値のみをもとに「体力を高

める運動」のめあてを立てていたと思われる。 

  授業参観後の懇談会で子どもの実態・学習のねらい・学習計画を説明し、家庭での協力をお願

いした。「生活の中に運動を取り入れること」は、体育の学習だけでできるものではない。家庭と

の連携を持つことを大切にして学習を進めていくことが必要であると考える。 
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10 時間扱いの４時間目（体育②）    10 月 29 日（水） 第５校時 

ねらい ○自己の健康や体力を意識し、進んで運動に取り組むことができる。 

    ○友達と協力して運動したり、準備や片付けを行ったりすることができる。 

    ○体力を高める方法を知り、提示された運動を行うことができる。 

     学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 

は

じ

め 

 

 

 

８

分 

 

１ 学習のねらいと進め方について

知る。 

 

 

 

 

 

 

  

２ ウォーミングアップを行う。 

  ○ウォーキング・ランニング 

  ○ストレッチング 

 

○自分のねらいに応じて、体力の高め方

を知り、友達と協力しながら工夫して

運動を行っていくという学習のねら

いを確認する。 

○単元全体の流れを提示し、大まかな学

習の流れを確認する。 

○音楽にあわせて運動を行えるように

する。 
 

ウォーミングアップ用音楽 

 ランニング（世界はピーポー 1 分 30 秒） 

 ストレッチ（シルクロードのテーマ 2 分） 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 
 

３ 体力を高める方法を知り、提示さ

れた運動を行う。 

○行っている運動は、何を目的（どの体

力を高める運動か）にしているかを常

に意識させる。 

 

 

○風船はあら

かじめふく

らませてか

ごに入れて

おく。 

◆柔らかさを高める運動を行う。 

  ○ボール渡し（２人組） 

 

 

30

分 

 

◆巧みさを高める運動を行う。 

  ○爆弾を運べ 

  ○フラフープ 

  ○手風船・足風船 

   

○次時からのウォーミングアップで、

「巧みさを高める運動」の 4 つの運動

のうち 1つをストレッチングの後に行

うことを伝える。 

 

体力を高める運

動のねらいに 

合った動き（運

動）ができる 

（技能：観察）

 
健康や体力を意

識し、進んで運

動に取り組もう

とする 

（関・意・態 

：観察・学習

カード） 

 

ま

と

め 

 

７

分 

４ 学習のまとめをする。 

  ○自分の活動を学習カードをも

とに振り返る。 

  ○グループごとに学習を振り返

る。 

  ○全体で学習を振り返る。 

 

 

５ 片付けを行う。 

 

○めあてに対しての振り返りができる

ようにさせる。 

 

 

○次時の当番グループを確認する。 

友達と協力して

運動したり、準

備や片付けをし

ようとしている

（関・意・態 

：観察・学習

カード） 

 

  柔軟性・巧みさを高める運動を行った。風船やフラフープの運動など、児童の欲求とマッチし、

笑顔と歓声にあふれた学習ができた。 

  健康や体力については、まだ意識できている児童は少ない。活動している時は、「楽しい」「勝

ちたい」「気持ちいい」ということを感じられればよいと思う。運動の前後に、「今の運動は、何

を高めていたのか」、「楽しく運動することで体力がつく」ということを少しずつ意識できるよう

な投げかけを心がけていきたい。 

  難しいと思われたボール渡し（頭上から渡し、足の間から受け取る）やフラフープ（右足で回

し、左足で跳ぶ）の運動を、あっという間にできた児童が何人もいた。体力要素の重点になって

いる柔軟性・巧みさを、小学生の時期に行っていくことの大切さを改めて感じた。 
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10 時間扱いの５時間目（体育③）    11 月４日（火） 第５校時 
ねらい  ○健康や体力を意識し、進んで運動に取り組むことができる。 

     ○友達と協力して運動したり、準備や片付けを行ったりすることができる。 

     ○体力を高める方法を知り、提示された運動を行うことができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 

は

じ

め 

 

 

８

分 

 

１ ウォーミングアップを行う。 

  ○ウォーキング・ランニング 

  ○ストレッチング 

  ○巧みさを高める動き（風船） 

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確

認する。 

 

○体育館に来たグループから準備を行

うようにさせる。 

○全員がそろったら当番グループが音

楽をかけてウォーミングアップが始

められるようにする。 

○自分のねらいを確認した上で学習に

入らせる。 

 

 

 

 

な 

 

  

３ 体力を高める方法を知り、提示さ

れた運動を行う。 

◆力強い動きを高める運動を行う。

  ○勝ったらケンケン 

○綱のぼり か 
  ○ターザン 

  ○スクーターリレー 

 

 

 

 

 

30

分 

 

○行っている運動は、何を目的にしてい

るか（どの体力を高める運動か）を常

に意識させる。 

○登り綱・スクーターの安全な使い方の

指導を徹底する。 

 

 

 

 

体力を高める運

動のねらいに

合った動き（運

動）ができる 

（技能：観察）

 
健康や体力を意

識し、進んで運

動に取り組もう

とする 

（関・意・態 

：観察・学習

カード） 

 

ま

と

め 

 
 

 

 

 

７

分 

４ 学習のまとめをする。 

  ○自分の活動を学習カードをも

とに振り返る。 

  ○グループごとに学習を振り返

る。 

  ○全体で学習を振り返る。 

 

 

５ 片付けを行う。 

○めあてに対しての振り返りができる

ようにさせる。 

○次時は「動きを持続する運動」と「巧

みさを高める運動」を行い、その後、

グループごとに運動プログラムを作

成することを伝える。 

○音楽を使いたい場合はＣＤや音楽テ

ープを持って来るように伝える。 

○次時の当番グループを確認する。 

友達と協力して

運動をしたり、

準備や片付けを

したりしようと

している 

（関・意・態 

：観察・学習

カード） 

 

  ウォーミングアップに風船を使った運動を取り入れた。児童は夢中になって活動し、体育館に
笑顔と歓声があふれた。登り綱やスクーターにも夢中になって取り組み、「次もやりたい」「休み
時間にやってもいいの？」と何人もの児童が言ってきた。 

  体力を高める運動としては、①高めている体力が意識できるもの、②自分たちで運動を工夫で
きるもの、③楽しく、またやってみたいと思えるもの、などの要素を併せ持った運動を行うこと
が大切である。 

  教師が、「この体力を高めています」と言うのではなく、一つ一つの運動を行う時に、「何を高
めているのか」、「その時の体の状態はどうなのか」を児童自らが気付き、意識できるような投げ
かけを心がけた。前時と比べ、意識している児童が増えてきたと感じた。「健康や体力について意
識しましたか」の振り返りを得点化した値も、2.316→2.667 へと上昇した。 

  児童が主体的に運動を行っていくには、教師の投げかけが大きく影響することを感じた。 
ねらい２で主体的な運動ができたことは、ねらい３のプログラム作りへとつながっていくと考

える。 
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10 時間扱いの６時間目（体育③）   11 月７日（金） 第５校時 

ねらい  ○ねらいに応じた体力を高める運動の内容や方法を決め、工夫して運動プログラムを

作成することができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 

は

じ

め 

 

８

分 

 

１ ウォーミングアップを行う。 

  ○ストレッチング 

  

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確

認する。 

 

○体育館に来たグループから準備を行

うようにさせる。 

○全員がそろったら音楽をかけて 

ウォーミングアップを始める。 

 

○自分のねらいを確認した上で学習に

入らせる。 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

分 

３ 体力を高める方法を知り、提示さ

れた運動を行う。 

◆動きを持続する能力を高める運

動を行う。 

  ○ファンラン (4 分) 

◆巧みさを高める運動を行う。 

 ○長なわ＋短なわ 

 ○長なわ＋ボール 

 

４ 運動プログラムを作成する。 

  ○プログラムを作成するねらい

と作成の仕方を聞く。 

 

 ○グループで相談しながらプロ

グラムを作成する。 

 

 

 

 

○行っている運動は、何を目的にしてい

るか（どの体力を高める運動か）を常

に意識させる。 

○途中で立ち止まらないで走り続ける

ようにさせる。 

 

 

 

 

 

○「ねらい３」での学習計画を説明し、

学習の見通しを持たせる。 

○プログラムの作成の仕方の例を示し

ながら、説明をする。 

○一人一人のめあてに沿った運動を選

ぶこと、グループで協力して活動する

ことを確認する。 

○サーキット形式にしたり、音楽を使っ

たり、新しい運動を考えたりしなが

ら、グループで活動を工夫してプログ

ラムを作成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ねらいに応じた

体力を高める運

動の内容や方法

を決めたり、工

夫したりしてグ

ループで運動プ

ログラムを作成

している 

（思考・判断 

：観察・グルー

プカード） 

ま

と

め 

 

７

分 

５ 学習のまとめをする。 

  ○自分の活動を学習カードをも

とに振り返る。 

  ○グループごとに学習を振り返

る。    

  ○全体で学習を振り返る。 

 

６ 片付けを行う。 

○めあてに対しての振り返りができる

ようにさせる。 

○次時は、本時で作成したプログラムを

もとに、各グループで運動を行ってい

くことを伝える。 

○次時の当番グループを確認する。 

 

 

  「次やるときが楽しみです。早くやりたいです。待ちきれないです。」 
  児童のふりかえりカードに書かれていた感想である。自分たちで運動プログラムを作り、活動

していくこと（次時）がうれしくて仕方がない様子がよく分かった。 
  次のことが複合的に作用して、このように意欲的に活動ができたのだと考える。 
   ・自分自身で考えたり、決めたりする活動を行った。 
   ・ねらい１で学習のめあてがしっかりと立てられていた。 

・ねらい２で、「楽しい」「もっとやりたい」と思える活動ができていた。 
     （楽しく、発展性のある、体力要素を意識しやすい運動の選定） 
   ・運動種目のカードが児童にとって扱いやすく、考えを整理しやすいものだった。 
     （試行錯誤しながらプログラムを作成できた） 
   ・グループ活動に慣れてきていた。 

PRESURE 4 分 
音楽 
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  10 時間扱いの７時間目（体育⑤）   11 月 10 日（月） 第５校時 
ねらい  ○体力を高める運動のねらいに合った動き（運動）を行うことができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 

は

じ

め 

 

５

分 

 

 

１ ウォーミングアップ 

  ○ランニング 

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確認

する。 

 

  
○体育館に来たグループから準備を

行うようにさせる。 

○全員がそろったら音楽をかけて 

ウォーミングアップが始められる

ようにする。 

○自分のねらいを確認した上で学習

に入らせる。 
 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

33

分 

 

 

３ グループで作成したプログラムに

沿って運動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ プログラム活動を振り返り、よりよ

いものへと修正する。 

 

○行う運動は、何を目的にしているか

（どの体力を高める運動か）をグル

ープで確認してから活動に入るよ

うにさせる。 

○各グループの活動場所が重ならな

いように調整する。 

○ＣＤラジカセ・ストップウォッチ・

長なわなど、運動するのに必要なも

のは、ステージ前に準備しておき、

自由に使えるようにしておく。 

○「より楽しく」「より協力して」「よ

りパワーアップ」できるプログラム

であったかを意識させる。 

 

 

 
体力を高める運

動のねらいに

合った動き（運

動）ができる 

（技能：観察）

 

作成したプログ

ラムに沿って進

んで運動に取り

組もうとする 

（関・意・態：

 観察・学習カ

ード） 

グループでさら

に工夫した運動

プログラムを作

成している 

（思考・判断 

：観察・グルー

プカード) 

 

 

    
 

 

ま

と

め 

 

７

分 

 

３ 学習のまとめをする。 

 ○自分の活動を学習カードをもと

に振り返る。 

 ○グループごとに学習を振り返る。

  ○全体で学習を振り返る。 

 

４ 片付けを行う。 
 

 

○めあてに対しての振り返りができ

るようにさせる。 

○本時の成果や課題を確認したり、次

時の活動について説明したりして、

意欲が高められるようにする。 

○次時の当番グループを確認する。 
 

 

 

  プログラムで確認しながら、自分たちで考えた運動をどんどん行っていた。立ち止まっている
児童や、どう動いてよいか分からない児童はいない。教師の予想以上に児童が活動していたこと
は驚きであった。 

  初めて綱を使った時は、おそるおそるだった児童が、ターザンで思い切り綱を揺らす、スクー
ターを片手でこいだり、後ろ向きにこいだりしていた。動きが大きくなり、運動を工夫していた。 

  スクーターや綱･フラフープなど、活動そのものが楽しくて児童が飛びついた運動だけでなく、
上体起こし・持久走など、自分が高めたい体力に直接的につながる運動も取り入れていた。 

  児童が「今、何をやるのか」を理解していたから、活動がスムーズに行われたのだと考える。 
 活動のよりどころになったのが、グループプログラムである。このプログラムをねらいに合わせ、
よりよいものに修正していくことで、さらに活動が深まっていくと考える。 
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  10 時間扱いの８時間目（体育⑥）   11 月 12 日（水） 第５校時 
ねらい  ○修正したプログラムをもとに、高めたい体力を意識しながらグループで協力して運

動することができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

  

１ ウォーミングアップを行う。 は

じ

め 

 ○ランニング 

 

  

 

８

分 

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確

認する。 

 

 

○体育館に来たグループから準備を行

うようにさせる。 

○全員がそろったら音楽をかけて 

ウォーミングアップが始められるよ

うにする。 

○自分のねらいを確認した上で学習に

入らせる。 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

 

 

30

分 

 

 

３ グループで修正したプログラム

に沿って運動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ プログラム活動を振り返り、より

よいものへと修正する。 

 

○行う運動は、何を目的にしているか

（どの体力を高める運動か）をグルー

プで確認してから活動に入るように

させる。 

○各班の活動場所が重ならないように

調整する。 

○ＣＤラジカセ・ストップウォッチ・長

なわなど、運動するのに必要なもの

は、ステージ前に準備しておき、自由

に使えるようにしておく。 

○「より楽しく」「より協力して」「より

パワーアップ」できるプログラムで 

あったかを意識させる。 

 

 
体力を高める運

動のねらいに

合った動き（運

動）ができる 

（技能：観察）

 
グループでさら

に工夫した運動

プログラムを作

成している 

（思考・判断 

：観察・グルー

プカード) 

 

 

ま

と

め 

 

 

７

分 

 

 

５ 学習のまとめをする。 

  ○自分の活動を学習カードをも

とに振り返る。 

  ○グループごとに学習を振り返

る。 

  ○全体で学習を振り返る。 

 

６ 片付けを行う。 

 

 

○めあてに対しての振り返りができる

ようにさせる。 

○本時の成果や

課題を確認し

たり、次時の

活動について

説明したりし

て、意欲が高

められるよう

にする。 

○次時の当番グループを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

  ２班は、前時のプログラム修正での話し合いがうまくいかず、時間内にプログラムが修正でき
なかった。その後、休み時間を使って、全員が納得できるプログラムに修正していった。本時は、
グループで協力して意欲的に活動することができた。２班のグループふりかえりカードには、次
のような感想が書かれていた。「一人一人でもできるのもやるし、みんなで協力してできるプログ
ラムができた。プログラムをみんなで相談したから楽しくできた。」 

話し合いや活動がうまくいかなかったことは、「失敗」ではなく、「楽しく・協力・パワーアッ
プ」するために、一人一人が意見を出し合い、目標に向かっている「途中」なのだと考えている。
児童がつまずきそうなところを、最初に教師が修正し、指導するのではなく、つまずきも経験さ
せ、そこからどうしたらよいかを考え、話し合い、よりよいプログラムを作成していくという過
程を経験させたいと考え、指導してきた。 
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  10 時間扱いの９時間目（体育⑦）   11 月 18 日（火） 第５校時 
ねらい  ○修正したプログラムをもとに、高めたい体力を意識しながらグループで協力して運

動することができる。 

     ○ねらい 3 の学習をグループで振り返り、自分たちで考え、工夫しながら運動を行っ

てきたことを確認することができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

 は

じ

め 

 

５

分 

１ ウォーミングアップを行う。 

  ○ランニング 

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確

認する。 

 

○全員がそろったら、音楽をかけて 

ウォーミングアップが始められるよ

うにする。 

○自分のねらいを確認した上で学習に

入らせる。 

 

 

 

 

な 

 

か 

 

 

 

25

分 

 

３ グループで修正したプログラム

に沿って運動する。 

   

 

 

○行う運動は、何を目的にしているか

（どの体力を高める運動か）をグルー

プで確認してから活動に入るように

させる。 

○各班の活動場所が重ならないように

調整する。 

○ＣＤラジカセ・ストップウォッチ・長

なわなど、運動するのに必要なもの

は、ステージ前に準備しておき、自由

に使えるようにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 
体力を高める運

動のねらいに

合った動き（運

動）ができる 

（技能：観察）

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 
 

 

15

分 

 

４ 学習のまとめをする。 

  ○グループでプログラム作りを

し、工夫しながら運動を行って

きたことについて振り返る。 

  ○自分の活動を学習カードをも

とに振り返る。 

  ○グループごとに学習を振り返

る。 

  ○全体で学習を振り返る。 

 

５ 片付けを行う。 

 

 

○めあてに対しての振り返りができる

ようにさせる。 

○次時は個人のめあてに対して、成果を

確かめるチャレンジタイムを行うこ

とを伝え、意欲が高められるようにす

る。 

 

○個人のプ

ログラム

について

簡単に説

明する。 

 

自分たちで考え

工夫しながら運

動を行ってきたこ

とを確認している

（思考・判断 

：観察・グルー

プカード・学

習カード） 

 
 

  プログラム活動は、３時間目。２回の実践と修正を行ってきて、プログラム自体が児童のね 
らいや欲求に合ったものになってきたこと、活動自体に慣れてきたことなどがあり、戸惑うこと
なく、スムーズにねらいに合った運動を行うことができた。 

児童にとっては、「自分たちのプログラムをよりよいものにしてきた。」「そのプログラムをや
りきった。」という達成感を感じられた１時間であり、前時までの２時間よりも、高い満足度が得
られていた。児童の思いがある程度完結でき、次につながる可能性が持てた時間であった。 

  次時は、単元最後に行うチャレンジタイムで、「体力の伸びや課題」を確認する時間である。 
 児童のめあては「○○の体力を高めたい」であり、そのために、学習を進めてきた。しかし、体

力の高まりだけでなく、「自分たちでねらいに合った運動をプログラムし、グループで協力して運
動を行ってきたこと」や、その中で身に付けてきた「力」を確認させたかった。 

  児童は、この学習の中で、教師の思い以上に力を付けてきた。そして、その学びを確認するこ
とができた。 
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  10 時間扱いの 10 時間目（体育⑧）   11 月 20 日（木） 第５校時 
ねらい  ○学習を振り返り、運動と自分のよりよい関係について考えることができる。 

    学習の内容と活動 指導・支援 評 価 

    
１ ウォーミングアップを行う。 ○全員がそろったら、音楽をかけて は

じ

め 

  ○ランニング ウォーミングアップが始められるよ

うにする。   ○ストレッチング 

 

 

５

分 

 

２ 本時の学習のねらいと内容を確

認する。 

 

 

 

○自分のねらい

を確認した上

で学習に入ら

せる。 

 

    
３ チャレンジタイムで運動の成果

を確認する。 

○今までめあてを持って運動に取り組

んできたことの成果を確認する一つ

の方法として、新体力テストを行うこ

とを説明する。 

チャレンジタイ

ムに意欲的に取

り組もうとする

 

 
○ 上体起こし な 

（関・意・態 ○ 反復横跳び  ：観察） 
○ 長座体前屈 ○自分がめあてとして取り組んできた

体力要素を測定するテストに加え、挑

戦したいテストを行ってもよいこと

を確認する。 

か 
○ 20m シャトルラン  
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分 

 

○あらかじめ、テストの場を設定してお

き、テスト名と測定できる体力要素名

を掲示しておく。 

○測定の方法について十分理解させて

から測定を行う。 

 

 

ま

と

め 

 

 

５

分 

 

 

４ 学習のまとめをする。 

○個人で学習を振り返る。 

○全体で学習を振り返る。 

 

 

５ 片付けを行う。 

 

○生活の中で運動を実践していく意欲

が継続できるような言葉がけをする。 

○健康貯金

通帳や、 

健康通信

は継続し

て行くこ

とを伝え

る。 

 

 
学習を振り返
り、運動と自分
のよりよい関係
について考えて
いる 
（思考・判断 
： 学 習 カ ー
ド） 

 
 

 

 

 

 
  本時のチャレンジタイムは、自分のめあてに合った種目と挑戦してみたい種目を、一人一人 

 が選んで挑戦した。新体力テストを行ったのは、ちょうど 1 ヶ月前の 10 月 20 日、1 ヶ月間のパ 

ワーアップ大作戦の成果が試される時であった。児童の顔は真剣そのもので、がんばってきたこ

とを試してみたいという思いがひしひしと伝わってきた。 

  種目によっては、伸びがあまりないものもあったが、大幅アップの記録が続々と出た。記録が

伸びなかった児童は 1 人もいなかった。結果を確認しながら、多くの児童が、これからの「パ 

ワーアップ」のめあてを持てたようだ。 
  20m シャトルランに挑戦することをとても楽しみにがんばって活動してきた児童が、体調不良  

のため、テストの直前に「先生、やめます。」と言ってきた。振り返りの時に泣いていたその児童

に、「『健康や体力について考える』という力がついたからこそ言えた言葉だよ。」と伝えた。 
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２ 検証の視点の分析・考察 

 

  検証の視点 

   学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、健康や体力について考え、進んで

運動に取り組むことができたか。 

検証の視点 

 

 

（１）健康や体力について考えることができたか 

 

  ア 自分の体力の特徴が分かったか 

  （ア）学習カードの自己評価と記述内容から 

     図４－１は、1 時間目に行った新体力テストの測定結果（測定値および５段階評価）

をもとに、自分の体力の特徴が分かったかどうかを３段階で自己評価したものである。 

     18 名中 16 名の児童が「よく 

図４－１ 自分の体力の特徴が分かりましたか

2

9

7

0

2

4

6

8

10

よく分かった 分かった 分からない

（人）
分かった」「分かった」と答え 

ており、「分からない」と答え  

た児童は２名であった。 

表４－２は、学習カードの  

「自分の体力の特徴」について 

の記述をまとめたものである。 

 「よく分かった」｢分かった」 

と答えている児童は、その記述 

内容を見ても、体力の特徴を捉 

えることができていた。 

また、「わからない」と答え  

た２名の児童についても、記述内容から、自分の体力の特徴は捉えていたことが読み取

れる。 

３段階評価で「分からない」を選択したのは、「自分の体力の特徴が分かる」というこ

とがどういうことなのかについての理解が不十分で、適切な自己評価ができなかったこ

とが原因ではないかと推察できる。 

 新体力テストの５段階評価表をもとに自己評価をしたことにより、児童は自分の体力

の特徴をさらに捉えやすくなったと考えられる。 

  

    表４－２「自分の体力の特徴は」の記述（１時間目） 

○ほとんどが苦手だけど、特に筋力とシャトルランがだめだった。 

○だいたい平均と同じくらいだったけど、もっと走りをがんばりたい。   

〔「わからない」を選んだ児童〕（２名） 

 

○じゅうなん性がないことがわかった。でも、持久力がそれなりにあってよかった。次

は、もっと体がやわらかくなりたい。 

○神奈川県の平均から見て、上体起こし以外よくできている。シャトルランはもっとい

けると思うけど、75 以上やると無理していると自分でも思う。 

○持久力があまりないけど、じゅうなん性は結構よかった。平均とくらべるとふつう。

〔「よく分かった」「分かった」を選んだ児童〕（抜粋）  
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（イ）事前・事後アンケートから 

     図４－２は、事前・事後アンケート項目「自分の体力の特徴が分かりますか」につい

て４段階評価の人数と割合を比較したグラフである。 

 このグラフから、「よく分 

かる」「少しは分かる」と答 

えている児童が学習後に増 

加し、クラスのほとんどの 

児童が、自分の体力の特徴  

が分かったと答えているこ  

とが分かる。 

     表４－３は、自分の体力 

の特徴を具体的に記述した 

ものである。 

     同じ「分かる」でも、事 

    前は、全ての児童が体力を 

技能としてとらえて記述し   
図４－２ 自分の体力の特徴が分かりますか  

7

2

10

8

2

7 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

よく分かる 少しは分かる あまり分からない まったく分からない

ていたのに対し、事後は、  

体力要素に目を向けた記述が増えている。さらに、運動した時の体の変化を実感し、そ

のことを加味して記述している児童も増えていることが分かる。 

 

    表４－３ 自分の体力の特徴（「よく分かった」「分かった」と答えた児童） 

事   前 事   後 （抜粋） 

 

〔技能でとらえている〕 

○ボール投げ得意･けるの 

が苦手。 

○長きょりは得意・短きょ

りは苦手、うで立て得

意・腹筋苦手。 

○腹筋や背筋ができる。 

○走るのが得意。 

○長きょりが得意。 

○力はある・走るのは遅い。 

○水泳得意・走るのが苦手。 

○走るのが苦手・器械得意。 

○なわとび得意。体がやわ

らかい。 

 

〔体力要素に目を向けて考えている〕 

○筋力、たくみさはある。持久力はない。 

○持久力が少しないと思う。 

○じゅうなん性、持久力がない。筋力とたくみさはふつう。

○じゅうなん性は平均だったけど、たくみさと筋力が高 

まっていると思います。 

 

〔体力要素に目を向け、さらに、運動した時の実感と共にと

らえている〕 

○ぼくは、サッカーでよく走るおかげで、疲れても心ぞうの

バクバクがすぐになおります。 

○上体起こしを家でもやってみて、得意だからぼくの体力の

中で、筋力があると思ったから。 

○ご飯を食べる前は、けっこう動けるけど、ご飯後（昼休み

とか）は、少しからだが動かないから、走るのと腹筋はだ

めだと思う（食後に弱い）。 

 

 

 

 
以上のように、新体力テスト後に行った「自分の体力の特徴が分かりましたか」の３段

階自己評価と記述内容、および「自分の体力の特徴が分かりますか」の事前・事後アンケ

ートの４段階自己評価と記述内容から、学習をとおして、児童は、自分の体力の特徴が分

かったと考えられる。 
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  イ 運動の必要性が分かったか 

（ア） 学習カードの記述内容から 

３時間目の保健「生活習慣病の予防」の中で、運動の必要性について学習した後、特

に運動の効果や運動の必要性に限らず、その時間で分かったことや考えたことを学習 

カードに自由に記述させた。 

図４－３は、その中に、運 

動の必要性についての記述が 

認められた人数を示したもの 

である。 

運動の必要性についての記 

述があったと認められた児童 

図４－３ 運動の必要性についての記述  

15 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

     は、19 名中 15 名であり、４ 

名は運動の必要性についての 

明確な記述はなかった。 

表４－４は、｢今日の学習  

で分かったことや考えたこ  

と」に記述されていた内容をまとめたものである。 

この中で、運動の必要性について明確な記述がなかった４名の児童のうち、Ａ児とＤ

児は、学習の中で運動の必要性については気付いたが、その内容については記述をせず、

自分が具体的にがんばりたいことを記述している。Ｂ児とＣ児も、運動に関する記述は

認められた。このことから、この４名の児童も、運動の必要性を感じていたと考える。 

 

     表４－４ 今日の学習で分かったことや考えたこと（３時間目） 

 

〔運動の必要性について記述があったと認められるもの〕（抜粋） 

○私は体がかたいほうだと思うから、もっとやわらかくしたい。あと体力もつけていき

たい。今、たくさん運動して大人になってこまらないようにする。 

○「友達と仲良くしたい」でも、運動について関係していた。運動をたくさんすれば、

よくねむれて、成長することが分かった。体力も色々あって、運動ができる人だけ 

じゃなくて、生活するにも体力があった。これから苦手な運動を、できるようにした

いと思います。 

○自分の体と心のためにどんどん体を動かそうと思った。 

○今日は、運動についてやりました。パワーアップ大作戦で、私のだめなところをこく

ふくしてがんばる。運動をすることで自分がよくなる。 

 

〔運動の必要性についての記述が認められないもの〕（４名） 
Ａ児 前から走ることは、得意ではなかったので、今度から持久力を高められるように

したい。 
Ｂ児 運動だけじゃなくて、友達と仲良くすれば助け合う気持ちが強くなるなんて初め

て知った。 
Ｃ児 私は、歩数計を初めてつけた日は、1 万歩もいかなかったけど、（火・水・木）

は、1万歩もいって、でも、金曜日は 21077 歩もいってよかったです。 
Ｄ児 卓球などのスポーツだけでなく、友達とも協力しあって、色々なことに取り組み、

体力を高めたいです。「シャトルラン」も高めたいです。 
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(イ) 事前・事後アンケートから 

     図４－４は、事前・事後アンケート項目「日常的に運動することが、なぜ必要である

か説明できますか」について４段階自己評価の人数と割合を比較したグラフである。 

 このグラフから、学習後は、 

図４－４  日常的に運動することが、なぜ必要であ
るか説明できますか 

1

1
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1
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3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

詳しくできる 少しはできる あまりできない まったくできない

19 名中 17 名の児童が「詳し 

くできる」「少しはできる」 

と答えており、クラスのほと 

んどの児童が運動の必要性に 

ついて説明できるようになっ 

たことが分かる。 

     表４－５は、日常的に運動 

することの必要性についての 

記述を抜粋したものである。 

事前には運動の必要性を説明 

できなかった児童が説明でき 

るようになったことが分かる。 

さらには、事前に説明ができていた児童の記述にも変化がみられた。例えば、事前は、

「健康によい、疲れない」といった記述だけだった児童が、事後は、「たくさん眠れて、

寒さやかぜにもまけない、内臓がきたえられる」など、具体的な内容を詳しく記述する

ことができるようになっている。                                                            

                                                                         

  

 

○運動は、心と体を気持ちよくする（成長）ものだと思う。心は、友達とのチームワークで 

      よくなり、体は、腹は減るし、筋力もつく。気持ちは「やろう」という気持ちになる。 

○運動しないと、自分の体力がなくなってしまうから、体力がなくなると、すぐ、疲れるよう 

になってしまう。   

○血のめぐりがよくなったりする、体力がつく、骨の発達によい。 

 

 

   

〔事 前〕  〔事  後〕 

骨の成長 
 友達と協力することとか、骨を丈夫にしたり、はんしゃ神

経とかも早く動けたり、やる気が出るし、血のめぐりがよく

なったりする 

健康によい、疲れない 
  たくさん運動すると、たくさん眠れて、寒さやかぜにも負

けなくなる体になるし、長く運動すると、その分内ぞうがき

たえられて、長きょりが得意になったりして骨にもよい。 

骨・体力 
 てき度な運動をしないと、体がすぐに疲れてしまったり、

しぼうがついたりしてきて、生活習慣病になりやすくなる。

表４－５ 日常的に運動することが、なぜ必要であるか 
事前に説明の記述がなかった児童の事後の記述（抜粋）

事前にも説明していた児童の事後の記述の変化（抜粋）

 

 

 
 以上のように、保健学習での運動の必要性に関する記述内容、および「日常的に運動す

ることが、なぜ必要であるか説明できますか」の事前・事後アンケートの４段階自己評価

と記述内容から、学習をとおして児童は運動の必要性が分かったと考えられる。 
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ウ 根拠のあるめあてが立てられたか 

（ア）学習カードの記述内容から 

３時間目の学習で、児童は体力を高める運動のめあてを立てた。 

表４－６は、Ｅ児のめあての記述内容や新体力テストの記録から、めあての根拠がどこ

にあるかを教師が読み取り、まとめたものである。このような方法で、クラス全員を分析

した。 

 

表４－６ Ｅ児のめあてとその根拠となる記録・記述 

柔 ３ 

巧 ４ 

筋 ２ 

①新体力テ
ストの５
段階評価 

持 ４ 

②なりたい自分 野球部に入って 1番セカンドになりたい 

根
拠
と
考
え
ら
れ
る
も
の 

③保健 
 分かったこと

や考えたこと 

運動はとても大切ということが分かりました。運動する体力は生活面で
も健康になるためにも大切ということが分かった。僕は、最近野球ひじ
になったから筋力をきたえて、ケガをしないためじゅうなん性もきたえ
たいと思った。 

 

柔 ○ 

巧  

筋 ○ 

持  

 
め
あ
て 

記 述 野球ひじを治すため、筋力をきたえる。あとケガをしないために柔軟性
もきたえたい。 

                                      太字：筆者 

 

図４－５は、その分析をもとにめ 

図４－５ めあての根拠があるか 

17 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

あての根拠があるかどうかをグラフ 

化したもので、図４－６は、めあて 

の根拠が何であるかを示したもので 

ある。 

この２つのグラフから、19 名の  

児童のうち、17 名の児童が、ねら  

い１で学習に取り入れた新体力テス 

トの結果・なりたい自分・保健学習 

で運動の必要性を理解したことなど 

を根拠に、めあてを立てていたこと 

15

8
9

0
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新体力テスト なりたい自分 保健

（人）

図４－６ めあての根拠の分類 

が分かる。 

 ２名の児童は、体力を高める運動 

のめあては立てられたが、その根拠 

をはっきりと記述することができな 

かった。そこで、根拠を記述するこ 

とができなかった 2名の児童につい 

ては、個別に根拠を聞いた。 

その２名のうち１名は、「中学で 

野球部の練習についていける持久力 

をつけたい。」という思いを持って 
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いた。しかし、もう 1名の児童は、「全体的に体力を付けたい」という思いは持っていたが、

その根拠については、はっきりと言うことができなかった。この児童は、ほとんど運動遊

びをしない児童であり、体力についての知識と自分の生活や実際の運動とを結びつけて考

えることができなかったと思われる。この児童に関しては、学習をとおして、自分の思い

や生活と体力の関係が分かるように指導していくことにした。 

その後、この児童は、「今は、何の体力を高めているのか」という教師の投げかけにはき

ちんと答えることができたが、グループでの運動プログラムをもとにした活動では、スク

ーターやターザンなどの運動遊び的なものに浸りきっているように思えた。しかし、実際

には「チャレンジタイムで記録を伸ばしたい」という思いを持っており、家庭でも上体起

こしなどの運動を行っていた。その結果、10 時間目のチャレンジタイムでは、クラスで一

番記録を伸ばすことができた。そして、学習後に、「シャトルランにもう一度挑戦して記録

を伸ばしたい。」という思いを持つことができた。 

これらのことから、この児童は、学習をとおして、運動の心地よさや達成感を感じ、そ

の中で目標を見出していったことが分かる。 

 

  以上のように、体力を高める運動のめあての記述内容から、ほとんどの児童がねらい 1で 

の学習をもとに、根拠のあるめあてを立てられたと考えられる。   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   新体力テストの結果は・・・ 

 

                              

        健康に必要なものは・・・ 

  

 

 

 自分に合っためあてを立てよう 
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エ 健康や体力を意識して運動に取り組むことができたか 

（ア）ふりかえりカードの自己評価と記述内容、教師による活動観察記録から 

ふりかえりカードから 

 図４－７は、ふりかえりカードにおける「健康や体力について意識しましたか」につ

いての３段階自己評価の推移を示したものである。 

ねらい２では４時間目から５時 

図４－７ 健康や体力について意識しましたか 
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（プログラム活動） 

    間目にかけて評価が上がり、ねら 

い３でも６時間目から９時間目ま 

で、緩やかに評価が上がっている 

ことが分かる。 

また、ふりかえりカードの記述 

を分析したところ、19 名のうち、 

17 名の児童に、体力を高めるこ 

とへの意識の高まりに関する記述 

が認められた。 

以上のように、児童の健康や体 

力についての意識が高まったこと 

が分かったが、それには何が有効 

であったのか、児童の活動や教師の手立てを中心に分析した。 

ねらい２における評価の上昇の分析 

一つ一つの運動を行う時に、「この体力を高めています」と教師が言うのではなく、

「何を高めているか」、「その時の体の状態はどうなのか」などの投げかけを行い、運動

を行う時にも児童自身に体力や体の状態を意識させた。 

表４－７は、学習の中での教師の投げかけと、児童の反応例で、表４－８は、ふりか

えりカードにおける健康や体力に関する児童の気付きをまとめたものである。 

これらの記述や児童の反応から、意図的な投げかけを教師が行うことで、児童が、健

康や体力について意識できるようになっていったと考えられる。 

 

表４－７ 健康や体力について意識できるような教師の投げかけと児童の反応（抜粋） 

教師の投げかけ 児童の反応 

「この運動（ばくだん運び）をすることに
よって、どんな力がつき、どんなことに役
立ちますか。」 

「サッカーで相手とせっている時」 
「バスケットのディフェンス」 
「車をよける時」 

「この運動（ローラースクーター）は、ど
この筋力を高める運動ですか。」 

「うでの筋力」「腹筋」「背筋」「足でやると
足の筋力」 

「どのようにしたら、もっとうでの筋力が
高まりますか。」 

「足を大きくふるといい」 
「手だけでターザンをやるといい」 

（ファンランの前と後に胸に手を当てさせ、
鼓動の変化を確認させた） 

「今、心臓がドキドキしているのは、Ｙ先生
（養護教諭）が話してくださったように、
血液を全身に送るために、心臓のポンプが
一生懸命に動いているからです。」 

 

 

表４－８ ねらい２における健康や体力についての気付き（抜粋） 

○45 分間ですごく体が伸びたと思います。 

○風船は反射神経やすばやさをよく使うからすごい運動になったと思います。 

○ロープの一番上まで行って、下りてくると手や肩が痛くなったので、それが筋力がついた

しょうこかなと思いました。 
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ねらい３（プログラム活動）における評価の上昇の分析 

    ねらい３では、グループでプログラム作りをし、そのプログラムをもとに運動を行い、 

   その後プログラムを修正し、運動を行うという活動を行っていった。 

    表４－９は、「体力を高めること」を常に意識できるようにしていくための、プログラ

ム作成時・活動時・修正時の約束や児童に与えた考えるための視点である。 

 

    表４－９ 体力を高めることを意識させる約束や考えるための視点 

作成時：「たくみさと柔軟性（指導の重点）を必ず入れる」「個人の体力を高める運動のめ

あてが達成できるプログラムを作る」という約束をした。 

活動時：グループで運動を行う時に、「何を高めるための運動か」を確認した上で運動を始

める約束をした。 

修正時：プログラムをよりよいものへと修正する時に、「もっと楽しく」「もっと協力して」

「もっとパワーアップ」という考えるための視点を与えた。 

 

      教師による活動観察記録から 

     表４－10 は、教師による活動観察記録から体力を高めることへの意識の高まりが分か

る記録を抜粋したものである。意識の高まりは、選択する運動の変化・運動の工夫・わ

ずかな時間の活用につながっていったことが分かる。 

表４－11 は、ねらい３において、体力を高めることへの意識の高まりが認められるふ

りかえりカードの記述をまとめたものである。 

これらの記述から、プログラム活動をとおして、児童は、健康や体力への意識を高め

ていったことが分かる。 

 

    表４－10 体力を高めることへの意識の高まりが分かる活動 
(教師による活動観察記録より抜粋） 

○より体力が高まると思われる運動を選択し、プログラムに入れる。（２班） 

○２人組で腹筋をし、一人で待っていたＫさん、隣のマットで腕立て伏せを行う。 

○待っている時間に片手腕立て伏せを行うＴさん。 

○ブリッジを親指だけで支えるＹさん。 

○前時までは、スクーター・登り綱などに浸っていたＡさん、ジャンプステップを 1 人

でがんばり続ける。 

   

    表４－11 体力を高めることへの意識の高まりが分かる記述（抜粋） 

７時間目(11/10） 

○今日はあんがいふっ筋がきつかったから、筋力が高まったと思います。 

○たくみさやじゅうなん性は高められたと思います。家でもできるものがあるから

家でもやりました。 

○プログラム通りに色々な運動をやりました。あまり、のびているところを感じな

かったので、次からは、考えて運動をしたいです。 

８時間目(11/12) 

○さかだちジャンケンを片手でやったから、うでの筋力が高まったと思います。 

○なわとびは、たくみさだけど、ずっとやっていると持久力もつきそうだから、な

わとびをプログラムに入れた。 

○今日の持久走は少しきつかった。でも、こうして持久力がつくのかな。 

９時間目(11/18) 

○登りづな 1本で上まで行ったり、2本を両手だけで登ったりして、すごく腕の筋力

が高まったと思います。 

○今日は、すごく筋力が高まったように感じました。 
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（イ）事前・事後アンケートから 

図４－８は、事前・事後アンケート項目「運動する時に健康について考えていますか」

について４段階自己評価の人数 

15

6

3

9

1

2 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

すごく考える 少し考える あまり考えない 全然考えない

と割合を比較したグラフである。 

このグラフから、健康につい 

て「よく考えている」と答えて 

いる児童が６名から 15 名へと 

大幅に増加し、クラスのほとん 

どの児童が、運動する時に健康 

について考えるようになったと 

答えていることが分かる。 

図４－９は、「運動する時に 

体力について考えていますか」 図４－８ 運動する時に健康について考えていますか
について４段階自己評価の人数 

と割合を比較したグラフである。 

このグラフから、体力につい 

て「よく考えている」と答えて 

いる児童が９名から 15 名へ大 

幅に増加し、クラスのほとんど 

の児童が、運動する時に体力に 

ついて考えるようになったと答 

えていることが分かる。 

これらの結果から、学習をと 

おして、健康や体力についてよ 

 

 以上のように、ふりかえりカードの「健康や体力について意識しましたか」についての 3

 

               どこを高めているかを意識しながら 

15

9

3

8

1

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

すごく考える 少し考える あまり考えない 全然考えない

く考えながら運動する児童が増 図４－９ 運動する時に体力について考えていますか

加していることが分かる。 

 

段階自己評価と記述内容、教師の活動観察記録、および「運動する時に健康や体力について

考えていますか」の事前・事後アンケートの４段階自己評価から、学習をとおして児童は健

康や体力を意識して運動に取り組むことができたと考えられる。 
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オ ねらいに合った運動プログラムを立案・修正できたか 

（ア）運動プログラムの内容と活動観察記録から 

ここでは、次に挙げる４班の具体例をもとに、めあてとプログラム活動の関連を分析し

ながら考察していくこととする。 

表４－12は、４班の一人一人のめあてであり、図４－10は、４班が 6時間目に作成した

プログラム、図４－11 は、7 時間目にプログラムに沿って運動した後に、修正を加えたプ

ログラムである。表４－13・表４－14は各時間の教師による４班の活動観察記録である。 

 

    表４－12 ４班のめあて 

氏名 め あ て 

Ａ（女） じゅうなん性を高め、体をやわらかくしたい。 

Ｂ（男） たくみさと持久力をあげて、すばやく動いても疲れにくくなりたい。キック力
もあげたい。 

Ｃ（女） 持久力と上体起こしができるようになりたい。 

Ｄ（男） たくみさを一番の目標にして、持久力もあげたいし、筋力もあげたい。 

 

 

    表４－13 ４班の活動（教師によるグループ活動観察記録より） 

    ６時間目(11/7)  プログラム作成 

○一人一人のねらいや思いを十分に取り入れたプログラムが作成されている。 

    ７時間目(11/10) プログラム実践  

○グループで協力しながら活動を進めることができた。 

     ▲「ばくだんを運べ」では、１人になってしまい、タイムを計ってもらえなかった児童が

いた。（計画の段階では、気付かなかったようである） 

 

 

 

 

  

 

図４－10 ４班のグループプログラム〔６時間目(11/７)作成⇒7時間目(11/10)実践〕 
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表４－14 ４班の活動（教師によるグループ活動観察記録より） 

    ７時間目(11/10)  プログラム修正 

○「Ａさんのねらいに入っている『柔軟性』をもう少し取り入れたらどうか、Ｃさんの 

ねらいに入っている『上体起こし』を取り入れたらどうか」ということを助言した。 

修正したプログラムには、上体起こしとマット運動（柔軟性が高まるし、楽しい）が 

新しく入っていた。また、「巧みさを全員でやってから、次に好きなものを行う」  

としてあった。本時に 1人で「ばくだん運び」を行った児童への配慮だと思う。時間 

配分もよく考えられており、３班同様、本時よりさらにスムーズに活動し、より協力し、

よりパワーアップができる内容で活動全体が進んでいくと思われる。 

    ８時間目(11/12) プログラム実践 

     ○班長のＡさんが風邪で休みのため、３人での活動であったが、プログラムで運動を確 

認しながら、協力して活動することができた。 

     

    これらのグループプログラム・教師による活動観察記録から、４班の児童は、一人一

人のめあてが達成できるようなプログラムを作成し、その実践後に、さらによりよいも

のへと修正を加え、実践できたことが分かる。    

    このような方法で、全てのグループの評価を行った。表４－15 は、その評価の結果を

まとめたものである。 

 

表４－15 ねらいにあったプログラムを立案・修正できたか    

時間目   作成のポイント １班 ２班 ３班 ４班 

６ 
 

一人一人のねらいに合ったプ
ログラムを作成できたか 

Ｂ Ｃ Ａ Ａ 

７ 
 

よりよいプログラムに修正で
きたか 

Ｂ Ａ Ａ Ａ 

８ 
 

よりよいプログラムに修正で
きたか 

Ａ Ａ Ａ Ａ 

             Ａ：十分満足できる  Ｂ：おおむね満足できる  Ｃ：修正が必要 

 

    この評価結果から、全てのグループがねらいに合ったプログラムを立案・修正できた

と考えられる。 

図４－11 ４班のグループプログラム〔７時間目(11/10)修正⇒８時間目(11/12)実践〕 



（イ）グループふりかえりカードの自己評価と記述内容から 

たちのねらいにあった運動プロ

グ

  

し、作成したプログラ 

ム

運 

 

、その後、全員が納得いくまで話し合い、「一人一人でで

述である。 

 ねらいを達成するため

表４－16 

プログラムのウリ
９時間目(11/18)  

図４－12 は、グループふりかえりカードにおける「自分

ラムができましたか」についての３段階自己評価の推移を示したものである。 

 最初にプログラムを作成し 

図４－12 自分たちのねらいにあった運動プログラム
ができましたか 

1

2

3

⑥ ⑦ ⑧ ⑨
（時間目）

（評価）

１班 ２班 ３班 ４班

作成      実践     実践      実践 

              修正      修正 

た６時間目は、全ての班が、 

「よくできた」と評価してい 

る。 

しか

を実践した７時間目は、計 

画どおりにいかないこともあ 

り、４つの班のうち３つの班 

の評価が下がっている。 

 特に、２班は、行いたい

動を分かれて行う時間を多く 

とって体力を高めていきたい 

児童と、できるだけグループ 

で活動していきたい児童の意 

見がまとまらず、時間内にプ 

ログラム修正ができなかった 

ため、評価が「１（できな 

かった）」になっている。しかし

きるものもやるし、みんなで協力してできるのもやる」というプログラムを作成し、８時間

目の評価は「３（よくできた）」に上がっている。 

表４－16は、プログラムに対する各班の考え方の記

これらの記述（特に太字で示した部分）から、どの班も自分たちの

に、よりよいプログラムを作成しようとしていることが分かる。 

 

プログラムに対する考え方（グループプログラムの記述より） 

班 
６時間目(11/7) ７時間目(11/10)  ８時間目(11/12) 

修正のポイント 修正のポイント ふりかえり 

１ 

色々な運動ができ 一つ一つの運動をた バラバラの運動を 時間が少なくて、一つ一つの運動ができ
る 
 
 
 

くさんの時間ででき
るように工夫したプ
ログラムを作りまし
た。 

しても、いっしょに
スタートできるよ
うに工夫した。 
 

なかったけど、めあてにそった運動がで
きて楽しかった。自分たちが好きないろ
んな体力がつくプログラムを作る力が
ついた。 

２ 

きるだけ多くの 人でもできる クーターをなく ことは、自分たちで作ったプで
ことをできるよう
にしたことを工夫
した。みんなが筋
力がつく運動を入
れた。 

一人一
ものもやるし、みんな
で協力してできるプ
ログラムができた。 
 
 

ス
して、ターザンにし
た。理由は、ターザ
ンの方がうでの筋
肉がきたえられる
から。 

楽しかった
ログラムで運動ができたことです。力が
ついたことは、協力し合うことです。今
日で、プログラムでやる運動は終わりだ
けど、また、こういうふうにやりたいで
す。 

３ 

つに分か ろんな運動をたく の時間が のめあてが達成できるようなプ音楽と２
れるとこですよ。
 
 

い
さんできるように時
間を工夫した。 
 

一つ一つ
みじかかったので、
少しへらして、時間
をふやした。 

みんな
ログラムが出来て、よかったです。協力
することと、思いやることが出来るよう
になった。 

４ 

自分のめあてをた みんなの目的がたっ 新体力テストに向 みんなで協力して楽しくできた。時間調
っせいできるよう
なプログラムにし
た。 
 

せいできるものを入
れた。協力できるもの
を入れた。 
 

けてのものを考え
た。 
 
 

節が大変だった。１人１人のめあてがた
っせいできた。先生に言われなくても、
自分たちできるようになった。ターザ
ン・スクーターをこれからもやりたい。

                                       太字：筆者 
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以上のように、グループで作成した運動プログラムの内容と、教師による活動観察記録、

およびグループふりかえりカードにおける「自分たちのねらいに合った運動プログラムがで

きましたか」の３段階評価と記述内容から、全ての班がねらいにあった運動プログラムを立

案・修正できたと考えられる。 

 

 

  

らい１では、自分の体力の特徴を把握することができ、運動の必要性を理解した上 

   でき、ねらい３では、

   と、保健学習と関連

   のことから、体力を高める運動において、学び方を大切にした学習過程を工夫す 

 

 

 

   

検証の視点に沿って結果を分析してきた結果、次のことが明らかになった。 

  

 ね

で根拠のある体力を高める運動のめあてを立てることができた。 

 ねらい２・３では、健康や体力を意識して運動に取り組むことが

ねらいに合った運動プログラムを立案・修正することができた。 

 これらの成果は、新体力テストやチャレンジタイムを活用したこ

づけて指導したこと、児童が主体的に活動できるプログラム活動を取り入れたこと、体

力や健康を意識できるような投げかけを行ったり約束を決めたりしたことなど、一つ一

つの学習活動や手立てが効果的だったのはもちろん、児童が健康や体力について考えら

れるように意図的に学習活動を位置付けた学習過程の工夫が大きく影響していると考え

る。 

 以上

ることによって、健康や体力について考える子どもになったと考えられる。  

検証の視点（１）「健康や体力について考えることができたか」についてのまとめ 
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（２）進んで運動に取り組むことができたか 

ア 意欲的に運動に取り組んでいたか（学習時） 

 

（ア）ふりかえりカードの自己評価と記述内容から 

  く運動することができましたか」「せ

    を見ると、どちらも2.7から3.0の高い値で推移しており、児童は、単元

グラ 

ム

間のふりかえりカードの一言感想に、関心・意欲に関する記述が 

あ

    

全体を 

と

ったことが分かる。 

 

   図４－13 は、ふりかえりカードにおける「楽し

いいっぱい運動することができましたか」について、３段階自己評価の推移を示したも

のである。 

 このグラフ

をとおして、楽しく、精一杯運動を行っていたことが分かる。 

 ９時間目は、プログラム活 

図４－13 楽しく運動することができましたか 
    せいいっぱい運動することができましたか

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
(時間目)

（評価)

楽しく運動 せいいっぱい運動

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成 

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム 

ねらい２ ねらい３ 

（プログラム活動） 

動の３時間目であり、それま 

でに２回、プログラムの実践 

と修正を行ってきた。 

その活動の中で、プロ

が児童のねらいや思いを十 

分に取り入れたものになって 

いったこと、活動にも慣れて 

いったことなどがあり、「自 

分たちのプログラムをよりよ 

いものにしてきた。」「そのプ 

ログラムをやりきった。」と 

いう達成感・満足感を味わう 

ことができ、高い評価が得ら 

れたと考えられる。 

図４－14 は、毎時

った人数と割合を示したグラフであり、表４－17は、その記述をまとめたものである。 

 これらのグラフや記述から、 

図４－14 関心・意欲に関する記述があった人数と割合 

      （ふりかえりカードの一言感想） 

15 13
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17

10 11
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40%

60%

80%

100%

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
（時間目）

（人）

関心・意欲に関する記述 記述がなかった人数

毎時間、多くの児童が「楽し 

かった｣｢またやりたい」など 

の感想を持っていたことが分 

かる。          

 表４－18は、児童が何に関 

心や意欲を示していたかにつ 

いて、記述の分類を行い、分 

析したものである。 

前述のように、単元

おして、児童にとって「楽 

しく運動できた」「せいいっ 

ぱい運動できた」学習であっ 

たが、記述から、学習が進む 

につれて、関心・意欲の内容 

が、ねらいに即して変化してい
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 表４－17 関心・意欲に関する記述（抜粋） 

らい２ 

 

ね

４時間目○ぼくは、風船の運動が、色々な人数の人たちとできて楽しかった。 

しかった。 

度やりたいな。 

しろかったから昼休みにやりたい

 

らい３  

    ○また今日やったことをやりたいです。 

    ○風船を使った運動は、難しかったけど楽

５時間目○最後のスクーターが楽しかったから、リレーをもう一

     ○ターザンロープとスクーターが楽しかったです。 

     ○また今度やりたいです。あと特にスクーターがおも
です。     

ね

（プログラム） 

ラムは、ほとんどができるようになっていて、次回が楽しみです。 

。 

    クーターもうでが使われていた。プロ

８時間目○ とびをがんばっています。    

ザン

    ○ 、よりよい運動ができた。次が楽しみです。 

スクーターを

    ○ たです。次の体育が楽しみです。 

」という気持ちがすごく強かったです。またやりたいです。 

マセン）。でも、自分のために全

６時間目○プログ

    ○次やるときが楽しみです。早くやりたいです。まちきれないです。 

    ○なわとびがむずかしかった。次からの体育がとても楽しみです。 

７時間目○自分にあっためあてができたので、これからもやっていきたいです

○自分で作ったプログラムはおもしろかった。 

○ターザンロープでは、うでが使われていて、ス

グラムをかえて、また楽しんでやりたい。 

また、次の時間が楽しみです。家では、なわ

    ○今日も、自分たちの作ったプログラムができてよかったです。また、次も、ター

ロープがしたいなあ。 

プログラムを少しかえて

９時間目○次の体育はチャレンジタイムで、きんちょうします。でもがんばるぞ。

工夫してやって、楽しかった。 

今日は、すべてできて、楽しかっ

    ○今日が最後なのがさみしい。もっとやりたかった。 

（チャレンジタイム） 

10時間目○「ちょうせん

    ○これからも体育でやった運動をやっていきたい。 

    ○初め、こんなことやるのは、実はいやだった（スイ

部なった。運動が好きになりました。またやることがあったら、その時もおねがいし

ます。 

                                  太字：筆者 

ザンなどの運動そのものの

    

表４－18 関心・意欲の対象の変化 

ねらい２  ○風船・スクーター・ター 楽しさ。 

い」と 

ねらい３（プ ） 

ログラムを、自分たちで考え、作成・実践

  ○風船・スクーター・ターザンなどの運動を「もっとやりたい」「またやりた

いう思い。 

ログラム活動

  ○ねらいにあったプ したことによる楽しさ・

  ○ねらい②で「楽しい」「もっとやりたい」と思った運動ができた喜び。 

がんばってきたことが体力の伸びとして実感できた

喜び。 

（チャレンジタイム） 

○活動してきたこと、 喜び。 

 

○今後も自分のめあてに向かって運動していこうとする意欲。 

 

 
 以上のように、ふりかえりカードにおける「楽しく運動することができましたか」「せい

 
いっぱい運動することができましたか」の 3 段階自己評価と記述内容から、児童は単元を

とおして意欲的に運動に取り組んでいたと考えられる。 
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 イ 生活の中に運動を取り入れていたか（学習以外） 

（ア）事前・事後アンケートと学習後の感想から 

 活の中（休み時間や放課後など）で、意識

    

自由記述） 

 

に太字で 

示 が自分で考えて生活の中に運動を取り入れ、今後も行って

   表４－19 学習後の感想（抜粋） 

活の中に運動を取り入れていることが読み取れる記述 

   図４－15は、事前・事後アンケート項目「生

して運動（運動遊び）をしようと考えていますか」について４段階自己評価の人数と割合

を比較したグラフである。 

 学習後は、全ての児童が意

8

2

11

9 3 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

すごく考えている 少し考えている あまり考えていない 全然考えていない

図４－15 生活の中で意識して運動しようとしていますか 

識して運動するようになった 

ことが分かる。 

 学習後の感想（

には、19 名中 18 名の児童  

が生活の中に運動を取り入れ 

ていることや、今後、生活の 

中に運動を取り入れていこう 

という意欲が記述されていた。

表４－19は、その記述をまと 

めたものである。 

これらの記述（特

した部分）から、多くの児童

いきたいという意欲を持っていることが分かる。 

 

 

生

○前は体力について何も考えていなかったけど、パワーアップ大作戦をやって、運動に気

○ だったので、それに追

○ くよくわかってよかったし、家でもできる運動が分かっ

○ んなきゃいけないなと思って

○

○ る運動をしていて、私は運動なんてやる気もおきなかったのに、このご

○ やして、それ以

 

後も生活の中に運動を取り入れていこうとする意欲が読み取れる記述 

をつけるようになって、自分から運動するようになりました。 

1回目の体力テストで、筋力とたくみさが平均以下で、他のは平均

いつかせようと思って、公園の遊びの×ゲームで反復横とびをやったり、家のプログラ

ムでふっ筋をやったりした。 

得意なことや苦手なことがすご

たので、家でもやっています。前より体力ついたかな？ 

じゅうなん性は、野球をやっていて、ストレッチとか、や

いたけど、全然できなくて（やろうという気にならない）かたいままだったけど、「パ

ワーアップ大作戦」をやって、積極的にＣＭ中とかストレッチをやるようになった。 

この体力テストをやって、もっと体力をつけてやると思い、毎日ダッシュをやるように

なりました。 

この体力を高め

ろたくさんするようになりました。私は持久力がついたと思います。 

1ヶ月やって、まえから腹筋は家でやっていたけど、今は、腹筋の量もふ

外にも、住宅の周りを、回ったりして持久力にも目を向けてがんばれるようになりまし

た。 

今

○自分たちでプログラムをたてて、それが色々なことができたし、楽しかったので、家で

○ とが上がりました。これからは、学校で

○ 、すべて上がってい

は、自分なりに色々な体力を高めたいです。 

今までやってきた運動の結果が出て、全部のこ

も家でも体力や運動のことに気をつかい、やっていきたいです。 

新体力テストでやった 1 ヵ月後のチャレンジタイムでやったものは

たので、びっくりした。これからも、簡単な運動で体力がつくのだから続けていきたい

と思った。  

                                     太字：筆者 

- 47 - 



(イ) 事前・ から 

て

評価の人数と割合を比較したグラフである。 

ない児童（「全 

を 

  

  

童 

  しようとしているか」の事前・事後アンケート結果と学習 

後 よび「休み時間や家庭での運動（運動遊び）の頻度」の事前・事後アンケート 

結果から、学習をとおして、児童は、学習以外でも生活の中に運動を取り入れるようになっ 

てきたと考えられる。 

 

 

事後アンケート

  図４－16は、事前・事後アンケート項目「休み時間にどのくらい運動（運動遊び）をし

いますか」について４段階自己

 このグラフから、よく運動 

している児童（「ほとんど毎 

日」、「３～４日」と答えてい 

る児童）については、大幅な 

増加は見られないが、ほとん 

ど運動してい

図４－16 休み時間に運動（運動遊び）をしている頻度 

5 3 8

6 5 8

3

事後

事前

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日 ３～4日 １～2日 全然しない

然しない」と答えている児 

童）が、事後には一人もいな 

くなったことが分かる。 

 図４－17・18は、事前・事 

後アンケート項目「家でどの 

くらい運動（運動遊び）をし 

4

4

5

3

7

5

3

2 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

3時間以上 ２～3時間 １～2時間 ３０分くらい 30分未満

図４－17 家で運動（運動遊び）をしている頻度（平日）

ていますか」について、平日 

と休日に分けてそれぞれ５段 

階自己評価した人数と割合

比較したグラフである。 

 このグラフからも、よく運 

動している児童（「３時間以 

上」、「２～３時間」と答え 

ている児童）については大幅 

な増加は見られないが、ほと 

んど運動していない児

（「30分未満｣と答えている 

児童）が、事後は一人もいな 

くなったことが分かる。 

6 2 3 2 これら３つのアンケート項 

目の結果から、運動の頻度に 

はそれぞれ個人差があるもの 

5 2 7 5

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前

の、全ての児童が生活の中に 

運動を取り入れていることが 

分かる。 

 3時間以上 ２～3時間 １～2時間 ３０分くらい 30分未満

 
図４－18 家で運動（運動遊び）をしている頻度（休日）

 

 

以上のように、「意識して運動

の感想、お
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ウ 学習後も生活の中に運動を取り入れているか  

（ア）健康貯金通帳①（２週間分）の記録内容から 

９時間目（11 月 18 日）にプログラム活動の振り返りを行った。自分たちのめあてを達成

するために、「何の運動をどのように行っていったらよいか」を一人一人が考え、運動を実践

できたことや、その中で身に付けてきた力を確認した。 

   その後、学習の中で身に付けた力を、生活の中に生かしていこうと教師が投げかけた。運

動を行うことを「健康貯金」とし、生活の中での運動の実践を健康貯金通帳①に記録してい

くこととした。 

   図４－19は、その健康貯金通帳①の記録である。このような内容で、19名、全ての児童が、

生活の中での運動（運動遊び）の実践を２週間行った。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４－19 健康貯金通帳①（生活の中での運動実践記録カード：２週間分） 
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（イ）健康貯金通帳②（学習後４ヶ月間）の記録内容から 

   前述の健康貯金通帳①の実践の後も、図４－20の健康貯金通帳②を用いて生活の中で運動

を実践できるようにした。 

   健康貯金通帳②では、卒業までの間に目標貯金高別の３つのコース（イケイケコース・ボ

チボチコース・のんびりコース）を設定してある。児童は、この中から自分でコースを選び、

自分に合ったペースと方法で生活の中に運動を取り入れている。 

教師は、1 ヶ月に２回程度、カードを見て児童の実践の様子を把握し、コメントを書くこ

とにより、励ましたり、運動方法について助言をしたりしている。 

   ２月23日現在、全ての児童が取り組んでおり、取り組みの様子や成果などを教師に報告し

ている。 

   この取り組みは、卒業まで継続していく計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、健康貯金通帳での取り組み状況から、児童は、学習後も生活の中に運動を

取り入れていることが分かる。 

図４－20 健康貯金通帳②（生活の中での運動実践記録カード：学習後４ヶ月間） 



 

 

   検証の視点に沿って結果を分析してきた結果、次のことが明らかになった。 

 

現在も、この取り組みは続いている。 

 がで

きていたこと、ねらい２で楽しくて体力要素を意識できる発展性のある運動を取り入れ

してい

く方法を学んだこと、そして、健康貯金通帳の活用や家庭との連携等、一つ一つの学習

える。 

 

 

 

検証の視点に沿って結果を分析してきた結果、次のことが明らかになった。 

 

現在も、この取り組みは続いている。 

   がで

きていたこと、ねらい２で楽しくて体力要素を意識できる発展性のある運動を取り入れ

してい

く方法を学んだこと、そして、健康貯金通帳の活用や家庭との連携等、一つ一つの学習

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習時においては意欲的に運動に取り組むことができ、学習以外でも生活の中に運動 

を取り入れることができた。

  学習時においては意欲的に運動に取り組むことができ、学習以外でも生活の中に運動 

を取り入れることができた。

    これらの成果は、ねらい１で一人一人が学習のねらいを明確にもてるような学習これらの成果は、ねらい１で一人一人が学習のねらいを明確にもてるような学習

たこと、ねらい３でプログラム活動を行い、グループ活動の中で主体的に運動をたこと、ねらい３でプログラム活動を行い、グループ活動の中で主体的に運動を

活動や手立てが効果的だったことはもちろん、児童が進んで運動に取り組むように意図活動や手立てが効果的だったことはもちろん、児童が進んで運動に取り組むように意図

的に学習活動を位置付けた学習過程の工夫が大きく影響していると考的に学習活動を位置付けた学習過程の工夫が大きく影響していると考

    以上のことから、体力を高める運動において、学び方を大切にした学習過程を工夫す 

ることによって、進んで運動に取り組む子どもになったと考えられる。 

 

 

 

 

    以上のことから、体力を高める運動において、学び方を大切にした学習過程を工夫す 

ることによって、進んで運動に取り組む子どもになったと考えられる。 

 

 

 

 

検証の視点（２）「進んで運動に取り組むことができたか」についてのまとめ 
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３ 童の評価をもとにした学習過程の有効性についての考察  

 

研究の検証の視点は、「学び方を大切にした学習過程を工夫することによって、健康や体力

について考え、進んで運動に取り組むことができたか」である。前項では、「健康や体力につい

て考えることができたか」「進んで運動に取り組むことができたか」について、具体的な視点に

沿って分析・考察を行うことによって、「学び方を大切にした学習過程」の有効性を明らかにし

てきた。 

こでは、児童の評価をもとに学習過程に沿って、その有効性についてさらに考察を加える

こととする。 

   

（１）ねらい１「自分の体力の特徴や運動量を知り、体力を高める必要性を理解し、課題を持つ」

おける学習指導と評価について 

 

図４－21は、事後アンケー 

項目「健康や体力について考 

のに、どのくらい役立ちました 

ラフから、ねらい１で 

に有効であったこ 

行ったため、次のように、様々な角度から健康や体力に

ついて考え、めあてを立てることができたと考えられる。 

の

  ることと運動の効果を関連させて考えることができる。 

ためだけでなく、自分の生活そのものと運動の効果を 

えることができる。 

 

 

児

本

こ

 

に

ト

えたり、進んで運動したりする 

か」の４段階自己評価について 

「とても役立った」「少しは役 

立った」と答えた児童の数を示 

したグラフである。  

 このグ

行ったそれぞれの学習活動が主 

題に迫るため

とが分かる。 

 これらの学習は、適切なめあ 

てを立てられることをねらいとして

新体力テスト・・自分の体力 特徴から考えられる。 

 保 健 学 習・・健康に生活す

なりたい自分・・競技力向上の

関連させて考

1918

15
17

0

15

20(人）

5

10

新体力テスト 保健 なりたい自分 歩数計

図４－21 健康や体力について考えたり、進んで運動
したりするのに、役立ちましたか 

 

            栄養・休養・運動 ― 健康や成長に必要なもの 

- 52 - 



（２） に

ついて 

  

 図４－22は、事後アンケート 

項目「健康や体力を意識して運 

動をすることは、健康や体力に 

ついて考えたり、進んで運動し 

たりするのに、どのくらい役立 

ちましたか」の４段階自己評価 

について示したグラフである。  

  このグラフから、児童全員が 

「役に立った」と答えているこ 

とが分かる。 

このことから、健康や体力に 

考えることができる。 

（３ ら自

おける学習指導と評価について 

 

  

  

 

ことが健康や体力について考え 

  このことから、プログラム活動が主

 

  て考えたり、進んで運動したりするのに、どのくらい 

 役 階自己評価から、仮説「体力を高める運動において、学 

 び ることによって、健康や体力について考え、進んで運動 

 に もになるであろう」の有効性が明らかになったと考える。 

 

図４－22 健康や体力について意識して運動することは、健康
たり、進んで運動したりするの

か 

ねらい２「体力を高める方法を知り、提示された運動を行う」における学習指導と評価

 

13
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0 0
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っ
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役
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(人）

ついて意識して運動することが 
や体力について考え
に、どのくらい役立ちました

主題に迫るために有効な学習で 

あったと

 

）ねらい３「グループで考えなが 分たちにあった体力を高める運動を選択し、工夫して

運動を行い、成果を確認する」に

 図４－23は、事後アンケート 16
項目「運動プログラムは、健康 

や体力について考えたり、進ん 

で運動したりするのに、どのく 

らい役立ちましたか」の４段階 
2 1 0
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(人）

自己評価について示したグラフ 

である。  

このグラフから、19名中18 

名の児童が「役に立った」と答 

えており、クラスのほとんどの 図４－23 運動プログラムは、健康や体力について考えたり、
進んで運動したりするのに、どのくらい役立ちま
したか 

児童が運動プログラムを行った 

たり、進んで運動したりするの 

に、役に立ったと考えていることが分かる。 

 題に迫るために有効な学習であったと考えることがで

きる。 

 

以上のように、「健康や体力につい

立ちましたか」の児童による4段

方を大切にした学習過程を工夫す

取り組む子ど
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Ⅴ 研究のまとめ 

 

  本研究では、生活の中に運動を取り入れる子どもの育成にむけて、学び方を大切にした体力

を高める運動の学習過程の在り方を明らかにすることをめざした。その結果、次のことが明ら

かになった。 

   

１ 研究の成果 

  体力を高める運動において、学び方を大切にした学習過程を工夫することが、健康や体力に

ついて考え、進んで運動に取り組む子どもの育成に有効であることが明らかになった。 

 

  学習過程の中での、「ねらい」「内容」「具体的な手立て」「手立ての効果」などについては、

次のとおりである。 

 

（１）ねらい１「自己の体力の特徴や運動量を知り、体力を高める必要性を理解し、課題を持つ」

において 

ア 新体力テストを活用したことにより、自分の体力の特徴を把握することや体力を高める

ことへの意欲付けができた。 

    

イ 保健学習と関連づけて学習したことにより、体力を健康面から考えることや運動の必要

性を理解することができた。 

 

ウ 新体力テストの結果・保健学習の内容・なりたい自分・身体活動量等を総合的に捉える

ことにより、根拠のあるめあてを立てることができた。 

    

（２）ねらい２「体力を高める方法を知り、提示された運動を行う」において 

ア 高めたい体力要素別に運動を実践し、健康や体力を意識できるような投げかけを教師が

行ったことにより、健康や体力を意識しながら運動を行うことができた。 

    

（３）ねらい３「グループで考えながら、自分たちに合った運動を選択し、工夫して運動を行い、

成果を確認する」において 

ア プログラム活動を行ったことにより、自分たちに合った運動を計画・実践し、よりよい

プログラムに修正する力を付けることができた。 

    

イ プログラム活動の振り返りを行ったことにより、子ども自身も「運動を計画し、実践・

修正する力」が付いたことを確認することができた。 

   

ウ チャレンジタイムを行ったことにより、運動の成果を確認したり、学習後の「体力つく

り」への課題を持ったりすることができた。 
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２ 今後の課題 

（１）単元レベルでの課題 

  ア １単位時間の弾力的な扱い 

     主体的な学習を大切にしていくためには、考えたり、話し合ったり、学習を振り返った

りする時間を十分に確保しなければならない。しかし、1単位時間が 45 分間では、話し合

いや運動を行うための十分な活動時間を確保することは難しい。また、1 単位時間は短く

ても、運動の生活化をめざして毎日継続して運動を行う方が効果的に学習を進められる場

合もあると考える。 

     そこで、モジュール学習を取り入れ、１単位時間を 15 分間（１モジュール）から 60 分

間（４モジュール）と弾力的に扱い、ねらいが達成できる学習活動時間を十分に確保して

いく必要があると考える。 

 

（２）６年間を見通した体力つくりの課題 

  ア 基本の運動から体力を高める運動への系統的な学習指導計画の作成 

    「体力を高める運動」は、高学年から行うことになっているが、低学年の基本の運動や

ゲームの中でも、「体力を養う」ことは目標の一つとして挙げられている。特に、「基本の

運動」の中の「力試しの運動（遊び）」や「用具を操作する運動（遊び）」は、「体つくり運

動」への発展が期待されている運動（遊び）である。８）

    体力つくりを系統的に行っていくためには、基本の運動から体力を高める運動への発展

を十分に踏まえ、学習指導を意図的・計画的に行っていくことが必要である。 

 

（３）運動の生活化へ向けての課題 

  ア 体力つくりに対する意欲を持続させる工夫 

今回の検証授業では、学習過程を工夫することにより、児童は、意欲的に学習に取り組

むことができたが、この意欲を学習後も持続させることが運動の生活化のためには必要で

ある。 

今後は、毎日の体力つくりの取り組み状況やその成果を確認できるように、チャレンジ

カードを活用したり、児童自身で体力測定ができるコーナーを設置したりするなどの工夫

が必要になってくると考える。 

 

イ「体力を高める運動」や保健学習を核とした体力・健康づくり 

    体力・健康づくりは、体育の時間、それも体力を高める運動の単元だけでできるもので

はない。学校教育活動全体をとおして、また、地域や家庭との連携の中で行っていくこと

で、運動の生活化に迫っていけるものと考える。体力を高める運動や保健学習を核としな

がら、そこから発展できるような取り組みの工夫が必要であると考える。 
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